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宮
　

崎
　

信
　

二

　「
産
業
遺
産
」
の
調
査
研
究
と
保
存
、
お
よ
び
関
連
分
野
の
研
究
と
そ

の
普
及
、
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
中
部
産
業
遺
産
研
究
会
の

石
田
正
治
先
生
を
リ
ー
ダ
ー
す
る
「
二
〇
一
九

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
技
術
史
の

旅
」
に
参
加
し
た
。
今
回
の
調
査
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
期
に
お
け
る

技
術
史
お
よ
び
産
業
遺
産
を
め
ぐ
る
旅
で
あ
り
、
専
門
家
で
あ
る
石
田
正

治
先
生
が
こ
れ
ら
の
技
術
史
や
産
業
遺
産
に
つ
い
て
一
連
の
詳
し
い
研
究

を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
産
業
遺
産
の
保
存
と
活
用
さ
ら
に
は

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（renovation

）
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
ま
じ
え
な
が

ら
報
告
し
た
い
と
思
う

（
１
）。

（
１
）
石
田
正
治

　（
二
〇
一
九
）。な
お
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（renovation

）

に
つ
い
て
は
、
広
辞
苑
に
、「
既
存
建
物
を
大
規
模
に
改
装
し
、
用
途

変
更
や
機
能
の
高
度
化
を
図
り
、
建
築
物
に
新
し
い
価
値
を
加
え
る
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
歴
史
的
建
造
物
を
保
存
し
な
が
ら

用
途
転
換
と
改
修
を
図
り
、
新
た
な
価
値
を
形
成
す
る
も
の
と
理
解
す

る
。

　
最
初
に
訪
問
し
た
ブ
リ
ス
ト
ル
（Bristol

）
は
、
一
八
世
紀
の
産
業
革

命
以
前
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
ロ
ン
ド
ン
に
次
ぐ
港
町
と
し
て
栄
え
た

都
市
で
あ
る
。
一
四
九
六
年
に
は
ジ
ェ
ノ
バ
生
ま
れ
の
イ
タ
リ
ア
人
ジ
ョ

ン
・
カ
ボ
ッ
ト
（John Cabot

）
が
、
国
王
ヘ
ン
リ
ー
七
世
の
特
許
状
を

受
け
て
帆
船
マ
シ
ュ
ー
号
（M

atthew

）
で
、
ブ
リ
ス
ト
ル
を
出
航
し
、

翌
年
の
九
七
年
に
は
カ
ナ
ダ
に
到
着
し
て
そ
の
領
有
を
宣
言
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
大
航
海
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
十
八
世
紀
に
は
ブ
リ

ス
ト
ル
は
太
平
洋
三
角
（
奴
隷
）
貿
易
の
拠
点
の
一
つ
と
な
る
。
ま
た
、

物
語
の
世
界
で
も
、ジ
ョ
ナ
サ
ン・ス
ウ
ィ
フ
ト
（Jonathan Sw

ift

）
の
『
ガ

リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』（
一
七
二
六
年
）
や
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
ソ
ン（Robert Louis Stevenson

）の
冒
険
小
説『
宝
島
』（
一
八
八
三

年
）
で
の
出
航
の
地
が
ブ
リ
ス
ト
ル
で
あ
る
。

　
ま
た
産
業
革
命
後
の
一
九
世
紀
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
は
、
技

術
・
土
木
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル

ネ
ル（Isam

bard Kingdom
 Brunel, 1806

―59

）が
活
躍
し
た
街
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
に
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
ブ
ル
ネ
ル
に
関
わ
る
ブ
リ
ス
ト
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ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
、
蒸
気
船
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
、
ク

リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
等
の
産
業
遺
産
お
よ
び
港
湾
遺
産
で
あ
る
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ア
と
す
る
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル

の
再
生
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
（
地
図
1
）。

一
　
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
と
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー

　
石
田
正
治
先
生
ら
一
〇
名
の
視
察
団
と
合
流
し
、
ロ
ン
ド
ン
・
パ

デ
ィ
ン
ト
ン
駅
か
ら
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
（Great W

estern 
Railw

ay, GW
R

）
で
、
西
約
一
六
九
キ
ロ
離
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部

の
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
に
到
着
し
た
。
都
市
間
特
急
は
、
意
外
と
混
ん
で
い

た
が
、
一
等
列
車
は
コ
ー
ヒ
や
紅
茶
な
ど
の
飲
み
物
や
ク
ッ
キ
ー
・
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
が
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、
約
一
時
間
四
〇
分
余
り
の
快

適
な
列
車
の
旅
で
あ
っ
た
。
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
は
初
め
て
の
訪
問
で
あ
る

が
、
石
神
隆
氏
（
二
〇
一
四
）
が
詳
し
い
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
石

神
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て
ま
ず
ブ
リ
ス
ト
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

（
一
）
大
西
洋
三
角
（
奴
隷
）
貿
易
の
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
の
繁
栄

　
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、
エ
イ
ボ
ン
（A

von

）
川
の
河
口
か
ら
一
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
遡
り
フ
ロ
ム
川
と
の
合
流
地
に
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
の
古
く

か
ら
の
港
町
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
現
在
、
人
口
約
四
六
万
人
、
イ
ギ
リ

ス
全
体
で
八
番
目
の
地
方
都
市
で
あ
り
、
愛
知
県
の
豊
田
市
と
ほ
ぼ
同
じ

人
口
規
模
で
あ
る
。

　
ブ
リ
ス
ト
ル
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
の
ロ
ー
マ
植
民
時
代
に
始
ま

る
。
一
〇
世
紀
頃
か
ら
約
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
潮
汐
差
を
利
用
し
た
川
の

地図 1　港町ブリストルと調査訪問地
Google Map より作成
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港
と
し
て
発
展
し
、
一
三
世
紀
に
は
フ
ロ
ム
川
の
付
け
替
え
工
事
に
よ
り

貿
易
港
と
し
て
、
約
五
〇
〇
年
間
は
繁
栄
し
た
。
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世

紀
に
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
は
ロ
ン
ド
ン
に
次
い
で
毛
織
物
工
業
の
ヨ
ー
ク
や

ノ
リ
ッ
ジ
と
人
口
で
一
位
、
二
位
を
争
う
港
町
と
し
て
地
方
の
大
都
市
で

あ
っ
た
。
石
神
氏
（
二
〇
一
四
、四
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
人

口
は
一
三
三
四
年
に
は
一
位
ロ
ン
ド
ン
、
二
位
ブ
リ
ス
ト
ル
、
三
位
ヨ
ー

ク
、
一
五
二
四
／
二
五
年
に
は
一
位
ロ
ン
ド
ン
、
二
位
ノ
リ
ッ
ジ
、
三
位

ブ
リ
ス
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、
毛
織
工
場
、
船
舶
用
ロ
ー
プ
、

造
船
所
、
鍛
冶
、
船
大
工
な
ど
が
集
積
し
、
貿
易
港
と
し
て
ロ
ー
プ
・
帆

布
、
鉛
、
毛
織
物
を
輸
出
す
る
一
方
、
獣
皮
、
穀
物
、
造
船
用
の
鉄・木
材
、

ワ
イ
ン
な
ど
を
輸
入
す
る
港
町
で
あ
っ
た
と
言
う
。

　
さ
ら
に
、
一
五
世
紀
末
の
新
大
陸
発
見
後
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
海
岸

の
玄
関
と
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、
一
七
、一
八
世
紀
に
は
、
新
大
陸
へ
の
進

出
港
と
し
て
西
イ
ン
ド
諸
島
と
の
貿
易
、
黒
人
の
人
身
売
買
で
あ
る
奴
隷

貿
易
を
扱
っ
た
大
西
洋
三
角
貿
易
の
拠
点
の
一
つ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

繊
維
製
品
・
ラ
ム
酒
・
武
器
を
西
ア
フ
リ
カ
に
運
び
、
黒
人
を
奴
隷
と
し

て
西
イ
ン
ド
諸
島
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
運
び
、
砂
糖
・
綿
花
・
タ
バ
コ
と

取
引
し
、イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
帰
り
膨
大
な
利
益
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。（
詳

し
く
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
二
〇
〇
四
）
参
照
）。
一
七
世
紀
末
、
王
立
ア

フ
リ
カ
会
社
に
よ
る
奴
隷
貿
易
の
独
占
が
廃
止
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
次
い

で
ブ
リ
ス
ト
ル
は
大
西
洋
三
角
貿
易
に
参
入
し
た
。
一
七
二
〇
〜
三
〇
年

代
に
は
ロ
ン
ド
ン
を
抜
き
奴
隷
貿
易
で
ト
ッ
プ
と
な
り
、
商
人
に
巨
万
の

富
を
も
た
ら
し
街
は
大
い
に
繁
栄
し
た
。
石
神
氏
（
二
〇
一
四
、
六
一
頁
）

に
よ
れ
ば
、
奴
隷
貿
易
の
最
盛
期
で
あ
る
一
七
〇
〇
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で

奴
隷
貿
易
が
禁
止
さ
れ
る
一
八
〇
七
年
の
間
に
、
ブ
リ
ス
ト
ル
に
は
二
、

〇
〇
〇
隻
の
奴
隷
船
が
寄
港
し
、
お
よ
そ
五
〇
万
人
の
奴
隷
が
ア
フ
リ
カ

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
運
ば
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
井
野
瀬
、
二
〇
〇
七
）。

　
一
八
世
紀
に
は
三
角
（
奴
隷
）
貿
易
の
拠
点
と
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
の
人

口
は
一
七
〇
〇
年
に
二
万
人
と
な
り
、
一
七
三
〇
年
頃
に
は
最
盛
期
を
む

か
え
た
。
商
人
お
よ
び
商
人
団
体
で
あ
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

協
会
は
巨
万
の
富
を
蓄
え
、
街
の
中
心
部
に
豪
華
な
邸
宅
や
郊
外
の
ク
リ

フ
ト
ン
に
別
荘
を
建
て
た
。
産
業
面
で
も
三
角
貿
易
と
関
連
す
る
砂
糖
精

製
や
タ
バ
コ
、
さ
ら
に
陶
磁
器
、
銅
や
真
鍮
製
な
ど
の
金
属
産
業
が
盛
ん

と
な
り
、
人
口
も
一
七
五
〇
年
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
は
ロ
ン
ド
ン
に
次
ぐ
大

都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
奴
隷
貿
易
だ
け
で
な
く
産
業
革
命

の
進
展
と
と
も
に
ラ
イ
バ
ル
都
市
が
登
場
し
、
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
の
地

位
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
産
業
革
命
と
と
も
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

（Birm
ingham

）、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（M

anchester

）、
リ
ヴ
ァ
プ
ー

ル
（Liverpool

）
な
ど
の
工
業
都
市
が
興
隆
し
、
ブ
リ
ス
ト
ル
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
西
側
の
貿
易
港
と
し
て
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
は
じ
め
た
。
リ
ヴ
ァ

プ
ー
ル
は
、
一
七
四
〇
年
代
以
降
は
ブ
リ
ス
ト
ル
を
抜
き
奴
隷
貿
易
の

最
大
の
拠
点
と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
初
の
係
船
ド
ッ
ク
建
設
（
一
七
一
五

年
）
を
は
じ
め
、
商
船
の
大
型
化
に
対
応
し
て
ド
ッ
ク
を
次
々
に
建
設
し

た
。
人
口
で
も
一
八
〇
一
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
一
〇
八
万
に
次
ぐ
第
二
位

の
大
都
市
（
八
八
、〇
〇
〇
人
）
と
な
り
、
ブ
リ
ス
ト
ル
は
六
六
、〇
〇
〇

人
と
第
五
位
に
転
落
（
ち
な
み
に
三
位
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
七
五
、〇
〇
〇

人
、
四
位
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
六
九
、〇
〇
〇
人
、
石
神
二
〇
〇
四
、四
七
頁
）。

さ
ら
に
一
八
三
〇
年
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
（George 

Stephenson, 1781
―1848

）
が
工
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
の
間
に
世
界
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最
初
の
実
用
的
な
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
都
市
間
の
旅
客
輸
送
鉄
道
を
開
通

さ
せ
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
海
岸
に
お
け
る
最
大
の
商
業

港
の
地
位
を
盤
石
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）  

産
業
化
へ
の
対
応
と
し
て
の
ブ
リ
ス
ト
ル
港
の
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
（
浮
港
）
へ
の
転
換

　
こ
れ
に
対
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、
大
西
洋
三
角
（
奴
隷
）
貿
易
で
巨
万

の
富
を
獲
得
し
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
会
が
一
八
世
紀
後
半

よ
り
港
を
管
理
し
た
が
、
商
船
の
大
型
化
に
対
応
し
た
港
の
改
良
を
検
討

し
、ロ
ッ
ク
（
閘
門
）
式
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ・ハ
ー
バ
ー
（
通
称
シ
テ
ィ・

ド
ッ
グ
）
に
着
手
（
一
八
〇
四
年
）
し
て
、
一
八
〇
九
年
に
完
成
し
た
。

そ
れ
以
前
は
、
エ
イ
ボ
ン
川
の
約
九
メ
ー
ト
ル
の
潮
汐
差
を
利
用
し
、
川

の
満
潮
時
に
は
容
易
に
航
行
可
能
で
あ
る
が
、
干
潮
時
に
は
船
底
が
し
ば

し
ば
泥
の
水
路
に
埋
り
、
潮
汐
の
影
響
を
大
き
く
う
け
た
。
こ
の
エ
イ
ボ

ン
川
に
ロ
ッ
ク（
閘
門
）
を
設
置
し
、
潮
汐
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
船
が

港
に
常
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
変
え
る
も
の
で
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ・ハ
ー
バ
ー

（
浮
港
）「
浮
か
ぶ
港
」
と
呼
ば
れ
た
。
石
神（
二
〇
一
四
、一
〇
五
頁
お
よ
び

ブ
キ
ャ
ナ
ン
、二
〇
〇
六
）に
よ
れ
ば
、完
成
し
た
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ・ハ
ー

バ
ー
は
、
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
三
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
当
時
の

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
や
ロ
ン
ド
ン
を
し
の
ぐ
大
規
模
な
ド
ッ
ク
で
、
し
か
も
後

年
の
ド
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
に

都
合
の
良
い
長
く
て
細
い
形
状
を
な
し
、
工
場
や
倉
庫
・
オ
フ
ィ
ス
等
を

岸
壁
に
配
置
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　
こ
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
経
営
に
は
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
会
を
含
む
市
と
の
官
民
の
共
同
体
の
ブ
リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク

（
船
渠
）
会
社
が
一
八
四
八
年
ま
で
あ
た
っ
た
。
こ
う
し
た
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
化
に
よ
り
、
ブ
リ
ス
ト
ル
は
一
八
世
紀
後
半
以
後
の
産

業
化
時
代
に
対
応
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
会

は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
＝
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
鉄
道
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ロ

ン
ド
ン
＝
ブ
リ
ス
ト
ル
間
の
鉄
道
建
設
に
動
き
始
め
、
一
八
三
三
年
二
月
、

鉄
道
委
員
会
を
設
立
し
鉄
道
建
設
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
登

場
す
る
の
が
、
当
時
二
〇
代
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン

グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
ネ
ル
と
ブ
リ
ス
ト
ル
の
商

人
（
資
本
）
と
は
、
た
ま
た
ま
の
偶
然
の
出
会
い
で
あ
っ
た
が
、
ブ
リ
ス

ト
ル
は
ブ
ル
ネ
ル
に
活
躍
の
檜
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
　 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
お
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
イ

ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
機
械
・
土
木
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
学
会
な
ど
で
は
知

ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
一
般
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
の
で
、
イ

ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
を
佐
藤
氏
（
二
〇
〇
六
）
お
よ

び
ブ
キ
ャ
ナ
ン
（
二
〇
〇
六
）
に
基
づ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

（
一
）
チ
ャ
ー
チ
ル
元
首
相
に
次
ぐ
著
名
人
ブ
ル
ネ
ル

　
ブ
ル
ネ
ル
は
、フ
ラ
ン
ス
人
の
土
木・機
械
の
技
師
マ
ー
ク・イ
ザ
ム
バ
ー

ド
・
ブ
ル
ネ
ル
の
息
子
と
し
て
、
一
八
〇
六
年
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ー
ツ
マ
ス

に
生
ま
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
教
育
を
受
け
た
後
に
ブ
ル
ネ
ル

は
、
父
マ
ー
ク
と
と
も
に
一
八
二
五
年
か
ら
テ
ム
ズ
川
横
断
の
地
下
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
加
わ
っ
た
が
、
出
水
事
故
に
よ
る
け
が
の
転
地
治
療
の
た
め

に
一
八
二
八
年
夏
か
ら
ク
リ
フ
ト
ン
に
滞
在
し
た
。
ク
リ
フ
ト
ン
は
ブ
リ
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ス
ト
ル
の
北
西
部
に
あ
る
高
台
で
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
裕
福
な
商
人
が
屋
敷

を
か
ま
え
て
い
た
。
彼
は
そ
こ
で
、
一
九
二
九
年
に
ブ
リ
ス
ト
ル
の
商
人

組
合
が
公
募
し
た
エ
イ
ボ
ン
川
に
か
か
る
橋
梁
の
設
計
コ
ン
ペ
に
応
募
し

優
勝
し
た
（
三
一
年
着
工
、
中
断
。
ブ
ル
ネ
ル
の
死
後
、
一
八
六
四
年
に

完
成
）。
こ
れ
が
ブ
ル
ネ
ル
と
ブ
リ
ス
ト
ル（
の
商
人
達
）と
の
出
会
い
で
、

ブ
ル
ネ
ル
に
と
っ
て
も
ブ
リ
ス
ト
ル
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
と
な
る
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
ブ
ル
ネ
ル
は
一
八
三
二
年
八
月
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル

ド
ッ
ク
（
船
渠
）
会
社
（
〜
四
八
年
）
の
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
、
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
経
営
を
担
う
水
門
の
改
修
工
事
（
一
八
三
三
年
、

一
八
四
四
〜
四
九
年
）
に
関
わ
り
、
ま
た
一
八
三
三
年
三
月
に
は
鉄
道
委

員
会
（
同
年
八
月
に
は
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
）
の
主
任
技
師
と

し
て
、
一
八
三
五
年
の
議
員
立
法
に
よ
る
鉄
道
の
敷
設
許
可
を
得
た
ロ
ン

ド
ン
＝
ブ
リ
ス
ト
ル
間
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
（
一
九
四
一
年

全
線
開
通
）
お
よ
び
支
線
の
鉄
道
建
設
と
そ
れ
関
わ
る
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、

駅
舎
の
設
計
に
従
事
し
た
。

　
続
い
て
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
に
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
が
ロ

ン
ド
ン
か
ら
ブ
リ
ス
ト
ル
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
る
大
西
洋
横

断
航
路
を
計
画
し
、
一
八
三
六
年
設
立
さ
れ
た
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン

蒸
気
船
会
社
（Great W

estern Steam
ship Co.

〜
一
八
四
八
年
）
の
技

師
と
し
て
大
西
洋
横
断
蒸
気
船
（
一
八
三
七
年
外
輪
パ
ド
ル
の
木
造
蒸
気

船
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
、
一
八
四
三
年
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
の
鉄
鋼

蒸
気
船
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
）の
設
計・建
造
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ブ
ル
ネ
ル
は
一
八
四
〇
年
代
末
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
を
離
れ
、

一
八
五
一
年
ロ
ン
ド
ン
万
博
へ
の
参
画
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄

道
の
ロ
ン
ド
ン
・
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
の
設
計
（
一
八
五
四
年
）、
お
よ
び

一
八
五
九
年
に
は
構
造
芸
術
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
る
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
鉄
道

の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
橋
の
完
成
、
ブ
ル
ネ
ル
の
死
期
を
早
め
た
と

言
わ
れ
る
当
時
世
界
最
大
の
巨
大
蒸
気
船
（
二
二
、五
〇
〇
ト
ン
）
の
グ

レ
ー
ト・イ
ー
ス
タ
ン
号
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
ブ
ル
ネ
ル
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
鉄
道
、
蒸
気
船
、
駅
舎
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
画
期
的
で
独
創
的
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
「
時
代

を
超
え
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
評
価
さ
れ
る
（
佐
藤
、
二
〇
〇
六
、一
八
頁
）。

　
日
本
で
は
専
門
家
以
外
に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
ブ
ル
ネ
ル
で
あ
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
元
首
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
に
次
ぎ
、

ダ
イ
ア
ナ
妃
よ
り
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
ブ
ル
ネ
ル
の
名

前
を
ち
な
ん
だ
国
立
ブ
ル
ネ
ル
大
学
（
一
九
六
六
年
設
立
）
も
あ
る

（
２
）。

（
２
）
B
B
C
主
催
（
二
〇
〇
二
年
）「
一
〇
〇
人
の
最
も
偉
大
な
英
国
人
」

の
公
開
投
票
で
は
、
と
か
く
の
風
評
は
あ
る
も
の
、
結
果
的
に
は
第
一

位
元
首
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
に
次
ぐ
第
二
位
と
し
て
、
イ

ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
　

以
下
三
位
ダ
イ
ア
ナ
妃
、
四
位
進
化
論
の
提
唱
者
で
『
種
の
起
源
』

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
五
位
偉
大
な
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
、
六
位
科
学
史
上
最
も
偉
大
な
一
人
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー

ト
ン
、
七
位
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
、
八
位
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
、
九
位
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
提
督
ホ
レ
ー

シ
ョ
・
ネ
ル
ソ
ン
、
一
〇
位
ピ
ュ
リ
ー
タ
ン
革
命
で
有
名
な
オ
リ
バ
ー
・

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
産
業
革
命
の
関
係
者
は
、
蒸

気
機
関
車
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
六
五
位
、

蒸
気
機
関
の
改
良
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト
が
八
四
位
で
あ
る
。

（
二
）
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
ブ
ル
ネ
ル

　
一
八
二
九
年
の
ク
リ
フ
ト
ン
吊
橋
の
設
計
コ
ン
ペ
参
加
か
ら
実
質
的
に

ブ
リ
ス
ト
ル
を
離
れ
る
一
八
四
〇
年
代
末
ま
で
の
僅
か
二
〇
年
た
ら
ず
で



― 6 ―

あ
る
が
、
ブ
ル
ネ
ル
は
ブ
リ
ス
ト
ル
の
檜
舞
台
で
大
活
躍
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
ブ
ル
ネ
ル
の
活
躍
と
彼
の
残
し
た

産
業
遺
産
に
つ
い
て
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
と
ブ
リ
ス
ト
ル
の

終
着
駅
で
あ
る
①
ブ
リ
ス
ト
ル・テ
ン
プ
ル・ミ
ー
ズ
駅
、②
グ
レ
ー
ト・ウ
ェ

ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
の
技
師
と
し
て
、
一
八
四
三
年
建
造
し
た
ス
ク
リ
ュ
ー

推
進
の
鋼
鉄
蒸
気
船
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

①
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
と
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ

駅
（Bristol Tem

ple M
eads Railw

ay Station

）

　
私
た
ち
が
ロ
ン
ド
ン
・
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
か
ら
一
時
間
四
〇
分
の
列
車

の
旅
で
到
着
し
た
の
は
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
で
あ
っ
た
。

こ
の
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
で
最
古
か

つ
最
大
の
駅
で
、
バ
ス
や
都
心
部
へ
の
フ
ェ
リ
ー
の
公
共
交
通
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
最
初
に
目
に
入
っ
た
の
は
、
威
風
堂
々
の
駅
舎
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
一
八
七
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
（Sir Francis Fox

）

の
設
計
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
1
左
）。
駅
へ
の
メ
イ

ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
左
手
の
建
物
が
、
後
に
み
る
ブ
ル
ネ
ル
に
よ
っ
て
設

計・建
設
さ
れ
た
グ
レ
ー
ト・ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
開
業
当
時
（
一
八
四
〇
年
）

の
駅
舎
跡
で
、
右
手
が
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
エ
ク
セ
タ
ー
鉄
道
の
ヤ
コ
ビ
ア
ン

様
式
の
旧
事
務
所
跡
で
あ
る
（
写
真
1
右
）。

　
ブ
ル
ネ
ル
が
設
計
・
建
設
し
た
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
は
、

ロ
ン
ド
ン
＝
ブ
リ
ス
ト
ル
間
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
西
側
の

終
着
駅
と
し
て
、
一
八
四
〇
年
八
月
に
開
業
し
た
。
一
八
三
五
年
に
着
工

さ
れ
た
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

駅
か
ら
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
駅
ま
で
の
最
初
の
区
間
二
二・五

マ
イ
ル
（
約
三
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
を
一
八
三
八
年
六

月
に
開
通
さ
せ
た
。
そ
の

後
、
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
の
現

在
も
使
用
さ
て
い
る
テ
ム
ズ

川
に
架
か
る
ア
ー
チ
橋
の
完

成
に
よ
り
ト
ワ
イ
フ
ォ
ー
ド

駅
ま
で
延
長
（
一
八
三
九
年

七
月
）
さ
れ
、
難
工
事
の

深
い
サ
ニ
ン
グ
切
通
し
を

経
て
一
八
四
〇
年
三
月
に

は
レ
デ
ィ
ン
グ
駅
ま
で
開

通
し
、
レ
デ
ィ
ン
グ
駅
か

ら
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ト
ン
駅

を
経
由
し
フ
ァ
リ
ン
ド
ン
・

ロ
ー
ド
駅
（
一
八
四
〇
年
七

月
）
ま
で
開
通
し
た
。
他

方
、
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
も
工

事
が
開
始
さ
れ
バ
ー
ス
・
ス

パ
駅
一
一・
五
マ
イ
ル
（
約

一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が

一
八
四
〇
年
八
月
に
開
通

し
、
ボ
ッ
ク
ス
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
に
よ
り
一
八
四
一
年
六

月
に
ロ
ン
ド
ン
＝
ブ
リ
ス
ト

写真 1　 現在のブリストル・テンプル・ミーズ駅舎（左）と駅へのメインエントランス（右）
（2019 年 8 月撮影）
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ル
間
の
全
線
が
開
通
し
た
（
ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
二
〇
〇
六
）。

　
ブ
ル
ネ
ル
は
、
こ
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
で
は
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ソ
ン
が
一
八
三
〇
年
に
世
界
最
初
の
旅
客
鉄
道
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
＝
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
鉄
道
で
用
い
た
狭
義
の
四
フ
ィ
ー
ト
八・五
イ
ン
チ
（
一
、

四
三
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
軌
間
で
は
な
く
、
広
軌
の
七
フ
ィ
ー
ト
四
分
の

一
イ
ン
チ
（
二
、一
四
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
軌
間
を
採
用
し
た
。
こ
の
時

点
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
英
国
の
鉄
道
は
、
後
に
標
準
ゲ
ー
ジ

と
な
る
狭
義
の
軌
道
を
使
用
し
て
い
た
が
、
ブ
ル
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
よ
る
最
初
の
乗
客
鉄
道
の
軌
道
は
、
そ
れ
以
前
に
用

い
ら
れ
た
鉱
山
鉄
道
の
軌
道
を
採
用
し
た
に
す
ぎ
ず
、
旅
客
用
の
高
速
鉄

道
に
は
む
か
な
い
の
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
と
い
う
駅
名
は
、
一
二
世
紀
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
団

に
よ
り
建
設
さ
れ
一
四
世
紀
に
再
建
さ
れ
た
近
く
に
あ
る
テ
ン
プ
ル
教

会
（Tem

ple Church

）
か
ら
採
ら
れ
、
ま
た
ミ
ー
ズ
（m

eads

）
と
い
う

言
葉
は
、
牧
草
地
（m

eadow

）
と
い
う
言
葉
の
派
生
に
由
来
し
て
お
り
、

一
八
三
〇
年
頃
に
は
こ
の
地
が
旧
市
街
地
よ
り
外
側
の
未
開
発
の
牧
草
地

で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ブ
ル
ネ
ル
の
最
初
の
駅
は
、
エ
イ
ボ

ン
川
を
高
く
横
切
る
高
架
橋
上
に
あ
り
、
二
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
六
〇
メ
ー

ト
ル
）
の
ト
レ
イ
ン
・
シ
ェ
ッ
ド
（
駅
屋
根
）
で
覆
わ
れ
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
よ
り
先
に
は
四
七
メ
ー
ト
ル
の
貨
物
取
扱
所
や
機
関
室
が
あ
り
、

チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
正
面
玄
関
が
道
路
に
面
し
て
い
た
（
写
真
2
）。

　
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
開
業
後
、
ブ
ル
ネ
ル
は
主
導

的
な
役
割
を
果
た
し
、
広
軌
道
鉄
道
の
支
線
や
他
の
鉄
道
会
社
と
連
携

し
路
線
を
拡
張
し
た
。
一
八
四
〇
年
代
に
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
エ
ク
セ
タ
ー
鉄

道
（Bristol and Exeter Railw

ay

）、
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
グ
ロ
ス
タ
ー
鉄
道

（Bristol and Gloucester Railw
ay

）、
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
・
ユ
ニ
オ
ン
鉄
道
（Bristol and South W

ales Union Railw
ay

）、

さ
ら
に
ブ
ル
ネ
ル
の
死
後
も
一
八
七
二
年
に
は
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン

鉄
道
と
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
エ
ク
セ
タ
ー
鉄
道
の
合
弁
会
社
で
あ
る
ブ
リ
ス
ト

ル
・
ハ
ー
バ
ー
鉄
道
（Bristol Harbour Railw

ay

）
が
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー

ズ
と
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
間
に
開
通
し
た
（
現
在
、
後
に
み
る

M
シ
エ
ド
の
保
存
鉄
道
の
一
部
と
な
る
）。
ブ
ル
ネ
ル
の
死
後
、
こ
う
し

た
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
支
線
拡
張
に
よ
り
、
増
加
す
る
列
車

を
捌
く
た
め
に
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
八
年
の
間
に
三
本
の
直
通

ホ
ー
ム
が
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ
て
二
一
二
ヤ
ー
ド
（
一
九
四
メ
ー
ト
ル
）

延
長
さ
れ
て
、
新
た
な
駅
舎
が
建
設
さ
れ
、
ま
た
一
八
四
五
年
に
建
て
ら

れ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
エ
ク
セ
タ
ー
鉄
道
駅
は
取
り
壊
さ
れ
た
。

　
ブ
ル
ネ
ル
に
よ
る
最
初
の
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
は

写真 2　 1843 年当時ブリストル・テン
プル・ミーズ駅，ジョン・クッ
ク・ボーンによる版画。
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一
九
六
五
年
九
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
駅
舎
の
建
物
は
、
現
在
も
残
っ

て
い
る
。
ト
レ
イ
ン
・
シ
ェ
ッ
ド
（
屋
根
）
や
貨
物
場
・
車
両
整
備
工

場
・
事
務
所
等
の
駅
舎
跡
は
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
九
年
の
間
に
は
、
科
学
博
物
館
の
一
つ
で
あ

る
「
探
究
博
物
館
」（The Exploratory M

useum

）
と
し
て
、
ま
た
、

二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
は
大
英
帝
国
・
連
邦
博
物
館
（British 

Em
pire and Com

m
onw

ealth M
useum

、
二
〇
一
三
年
ロ
ン
ド
ン
に
移

転
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ブ
ル
ネ
ル
の
最
初
の
駅
舎
は
、
現
在
は
、

一
部
は
駐
車
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
会
議
や
結
婚
式
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
視
察
し
た
当
日
も
、

一
部
で
改
装
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
写
真
3
）。

　
な
お

　
ユ
ネ
ス
コ
（
U
N
E
S
C
O
）
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ

ン
本
線
を
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
す
る
提
案
を
検
討
し
、
英
国
歴
史
的

建
造
物
・
記
念
物
委
員
会
（The Historic Buildings and M

onum
ents 

Com
m
ission for England: English Heritage

）
が
支
持
し
て
い
る
と
さ

れ
る
が
、そ
の
中
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル・テ
ン
プ
ル・ミ
ー
ズ
駅
、バ
ー
ス
（
ス

パ
）
駅
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
・
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
バ
ー
ス
（
ス
パ
）
駅
は
、
ブ
ル
ネ
ル
の
設
計
に
よ
り
、
Ｍ・

フ
レ
ー
（Frere

）
の
監
督
の
も
と
で
建
て
ら
れ
、
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅

と
同
じ
く
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
デ
ザ
イ
ン
駅
舎
と
し
て
一
八
四
〇
年
八
月

開
業
し
た
。
駅
は
、
二
階
建
て
で
、
入
り
口
は
中
央
に
三
つ
の
「
フ
ラ
ン

ド
ル
」
風
の
連
な
っ
た
切
妻
屋
根
を
配
置
し
、
右
側
は
後
方
に
角
張
張
り

出
し
、
左
側
は
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
を
描
き
、
出
張
っ
た
四
角
隅
と
な
る
非

対
象
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
正
面
の
入
り
口
は
エ
イ
ボ
ン
川
を
背
に
し

て
市
の
中
心
部
に
面
し
て
小
ぶ
り
な
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
風
格
の
あ
る

写真 3 上：ブルネル設計の最初の駅舎（左）とチューダー様式の正面玄関（右）
下：現在の駅舎の駐車場（左）とホールの改装風景（右）（2019 年 8 月撮影）



― 9 ―

駅
舎
で
、
現
在
も
使
用
さ
れ

て
い
る
（
写
真
4
）。

　
ブ
ル
ネ
ル
は
ブ
リ
ス
ト
ル

を
拠
点
に
し
て
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
西
部
に
は
ブ
リ
ス

ト
ル
＆
エ
ク
セ
タ
ー
鉄
道

（
一
八
三
六
年
設
立
）
に
よ

り
広
軌
道
を
エ
ク
セ
タ
ー
ま

で
開
業
（
一
八
四
一
年
）
し

た
。
そ
の
後
、
サ
ウ
ス
・
デ

ヴ
ォ
ン
鉄
道
（
一
八
四
四

年
設
立
）
が
一
八
四
九
年
に
開
通
し
、
広
軌
の
線
路
を
プ
リ
マ
ス
ま
で
延

ば
し
、
さ
ら
に
サ
ウ
ス
・
デ
ヴ
ォ
ン
鉄
道
を
経
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
鉄
道

（
一
八
四
六
年
設
立
）
が
ブ
ル
ネ
ル
設
計
の
有
名
な
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー

ト
橋
（
一
八
五
九
年
完
成
）
を
渡
っ
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
ま
で
一
八
五
九

年
に
開
通
し
、
そ
こ
か
ら
最
終
的
に
は
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
鉄

道
に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
南
西
部
の
ペ
ン
ザ
ン
ス
駅
ま
で
一
八
六
七

年
に
到
達
し
た
（
佐
藤
、
二
〇
〇
六
）。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
央
部
へ

は
、
一
八
四
五
年
七
月
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
鉄
道
（M

idland Railw
ay

）
が

買
収
し
た
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
グ
ロ
ス
タ
ー
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
リ
グ
レ
ー

へ
と
拡
張
し
た
。
さ
ら
に
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
は
、
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ

鉄
道
（
一
九
五
二
年
買
収
）
が
チ
ェ
プ
ス
ト
ウ=

ス
ウ
ォ
ン
ジ
ー
間
を

一
八
五
〇
年
に
開
通
さ
せ
、
ブ
ル
ネ
ル
が
建
設
し
た
チ
ェ
プ
ス
ト
ウ
橋
に

よ
り
、
一
八
五
二
年
に
グ
レ
ー
ト・ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
と
接
続
さ
れ
た
（
ブ

キ
ャ
ナ
ン
、
二
〇
〇
六
）。
こ
れ
に
よ
り
グ
レ
ー
ト・ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
は
、

一
八
五
六
年
に
は
の
ち
に
見
る
大
西
洋
横
断
航
路
の
新
港
が
開
設
さ
れ
た

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
ネ
イ
ラ
ン
ド
と
名
称
変
更
）
ま
で
開
通
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
こ
う
し
て
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
は
、
ブ
ル
ネ
ル
の
活
躍
に
よ

り
一
八
五
〇
年
ま
で
に
ブ
リ
ス
ト
ル
を
拠
点
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部・

中
央
部
お
よ
び
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
広
軌
道
の
高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
上
げ
、
四
大
鉄
道
会
社
「
ビ
ッ
グ
・
フ
ォ
ー
」
の
基
礎
を
構
築
し
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
に
よ
る
広
軌
道
（
七
フ
ィ
ー

ト
四
分
の
一
イ
ン
チ
）
の
鉄
道
網
の
拡
張
戦
略
は
、
狭
軌
道
（
四

フ
ィ
ー
ト
八・五
イ
ン
チ
）
と
の
軌
間
で
「
ゲ
ー
ジ
戦
争
（Battle of the 

gauges

）」
と
よ
ば
れ
る
激
し
い
対
立
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
一
八
四
四
年
に
グ
ロ
ス
タ
ー
駅
で
広
軌
道
と
狭
軌
道
の
鉄
道
が
は
じ

め
て
接
し
、
こ
れ
に
よ
り
軌
間
が
異
な
り
直
通
運
転
が
で
き
な
い
と
い
う

弊
害
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
軌
間
を
ど
ち
ら
に
統
一
す
べ
き
か
と
い

う
「
ゲ
ー
ジ
戦
争
」
の
議
論
の
末
に
、
一
八
四
五
年
の
王
立
委
員
会
に
よ

る
四
フ
ィ
ー
ト
八・五
イ
ン
チ
軌
間
に
統
一
（
標
準
軌
道
）
す
る
の
が
好

ま
し
い
と
の
勧
告
に
従
い
、
翌
一
八
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
軌
間
法
に
よ

り
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
の
新
規
路
線
は
原
則
と
し
て
四
フ
ィ
ー
ト

八・五
イ
ン
チ
の
軌
間
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

鉄
道
は
ブ
リ
ス
ト
ル
＆
グ
ロ
ス
タ
ー
鉄
道
を
買
収
し
た
が
、
一
八
五
四
年

に
は
こ
の
区
間
を
改
軌
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー
ズ
駅
ま
で

三
線
軌
条
と
し
た
。
ブ
ル
ネ
ル
の
死
後
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道

は
三
線
軌
条
へ
の
転
換
を
開
始
し
、
一
八
九
〇
年
代
末
ま
で
に
標
準
軌
道

の
機
関
車
で
運
転
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。

写真 4　 ブルネル設計の現存するバー
ス（スパ）駅（2019年 8月撮影）
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②
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
と
ブ
ル
ネ
ル
の
蒸
気
船

　
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
主
任
技
師
と
な
っ
た
ブ
ル
ネ
ル
は
、

グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
開
通
以
前
の
一
八
三
五
年
一
〇
月
に
ロ
ン

ド
ン
か
ら
ブ
リ
ス
ト
ル
の
輸
送
網
を
延
長
し
て
、
船
に
よ
っ
て
ブ
リ
ス
ト

ル
か
ら
大
西
洋
を
横
断
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
る
西
洋
横
断
航
路
を
提

案
し
、
こ
れ
を
受
け
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
が
組
織
さ
れ

た
（
一
八
三
六
年
三
月
）。
こ
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社

の
役
員
五
人
の
う
ち
三
人
は
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
役
員
で
占

め
ら
れ
、
ブ
ル
ネ
ル
は
蒸
気
船
の
設
計
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ブ
ル
ネ
ル
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
建
設
を
行
う
と
と
も
に
、

ブ
リ
ス
ト
ル
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
造
船
所
で
大
西
洋
横
断

蒸
気
船
（
一
八
三
七
年
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
、
一
八
四
三
年
SS
グ

レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
、
図
1
）
の
設
計
・
建
造
の
責
任
を
担
っ
た
の
で

あ
る
。

（i）
ブ
ル
ネ
ル
が
大
西
洋
横
断
の
た
め
に
最
初
に
設
計
し
た
の
が
外
輪
駆
動

の
木
造
蒸
気
船
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
（Great W

estern

）
で
あ

り
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
パ
ー
タ
ソ
ン
造
船
所
で
、
一
八
三
六
年
七
月
建
造
が

開
始
さ
れ
一
八
三
七
年
七
月
進
水
し
た
。
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
は
、

全
長
七
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
一
メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
一
、三
二
〇
ト
ン
、

当
時
世
界
最
大
の
蒸
気
船
で
、
船
体
は
木
造
で
あ
っ
た
が
、
船
体
の
重
要

な
部
分
は
鉄
材
を
使
っ
て
補
強
し
船
底
の
骨
組
み
の
強
度
を
維
持
し
た
。

ま
た
、
蒸
気
動
力
の
外
輪
に
加
え
、
さ
ら
に
帆
走
で
き
る
よ
う
に
四
本
の

マ
ス
ト
も
取
り
付
け
ら
れ
た
。
し
か
も
、
大
広
間
（
長
さ
二
三
メ
ー
ト
ル・

幅
七
メ
ー
ト
ル
）
を
始
め
一
二
〇
の
一
等
船
室
、
二
〇
の
二
等
船
室
を
持

つ
初
め
て
の
豪
華
客
船
で
あ
っ
た
。
艤
装
は
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ
た
が
、

機
関
室
の
火
災
で
処
女
航
海
は
延
期
さ
れ
、
ブ
ル
ネ
ル
も
重
症
を
お
っ
た
。

　
一
八
三
八
年
四
月
九
日
に
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
七
名
（
火
災
の
影
響
で

五
〇
名
キ
ャ
ン
セ
ル
）
の
乗
客
と
荷
物
・
食
料
・
石
炭
を
積
み
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
む
か
い
四
月
二
三
日
に
到
着
し
、
一
五
日
五
時
間
で
横
断
に
成

功
し
た
。
先
陣
争
い
を
し
た
ロ
ン
ド
ン
船
会
社
の
シ
リ
ウ
ス
号
（Sirius

、

七
〇
三
ト
ン
）
は
、
一
九
日
か
け
四
月
二
二
日
に
一
日
早
く
到
着
し
た
の

で
、
大
西
洋
を
横
断
し
た
蒸
気
力
に
よ
る
最
初
の
船
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
帆
船
で
三
〜
五
週
間
か
か
っ
た
大
西
洋
横
断
が
、
蒸
気
船
に
よ
る
輸

送
で
短
縮
さ
れ
、
商
業
的
に
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン

号
を
一
八
三
八
年
か
ら
一
八
四
六
年
ま
で
、
四
五
回
大
西
洋
横
断
の
定
期

便
と
し
て
就
航
さ
せ
た
。
し
か
し
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
に
よ

る
ロ
ン
ド
ン=
ブ
リ
ス
ト
ル
間
が
全
線
開
通
（
一
八
四
一
年
九
月
）
し
た

図 1　 1838 年グレート・ウェスタン号
の処女航海

1843 年グレート ･ ブリテン号の進水式
（ikbrunel.org.uk より）
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
定
期
便
は
最
初

の
五
回
だ
け
で
、
一
八
四
二
年
以
降
は
、
港
を
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
変
え
た

定
期
航
路
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
港
と
し
て
の
優
位
性

の
み
な
ら
ず
、
ブ
ル
ネ
ル
が
関
わ
っ
た
後
の
ブ
リ
ス
ト
ル
の
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
改
修
問
題
を
め
ぐ
る
ブ
リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク
（
船
渠
）

会
社
と
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
と
の
軋
轢
が
関
係
し
て
い

る
（
ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
二
〇
〇
六
）。
と
い
う
の
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス

タ
ン
号
は
推
進
用
の
外
輪
を
含
め
た
幅
は
一
八
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
関
門
を
通
る
た
び
に
外
輪
を
外
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ブ
ル
ネ
ル
は
ブ
リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク
（
船
渠
）
会
社
に
水
門
の
改
修

を
要
望
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
よ
り
大
型
の
蒸
気
船
で
あ
る
SS

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
で
は
、
さ
ら
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。

　
も
あ
れ
、
そ
の
後
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
は
大
西
洋
横
断
の
定

期
船
と
し
て
一
八
四
六
年
ま
で
運
航
さ
れ
、
一
八
四
八
年
グ
レ
ー
ト
・

ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
の
解
散
と
と
も
に
ロ
イ
ヤ
ル
郵
船
会
社
に
売

却
さ
れ
、
郵
便
船
と
し
て
使
わ
れ
た
後
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
兵
員
輸
送
船

（
一
八
五
五
年
）
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
一
八
五
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
解
体

業
者
に
売
却
さ
れ
解
体
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（ii）
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
は
、
一
八
三
八
年
グ
レ
ー
ト
・

ウ
ェ
ス
タ
ン
号
の
大
西
洋
横
断
の
成
功
に
よ
り
第
二
船
の
検
討
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
ブ
ル
ネ
ル
は
設
計
に
取
り
掛
か
っ
た
。
第
二
船
は
、
ス
ク

リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
に
よ
る
推
進
装
置
を
装
備
し
た
鉄
鋼
蒸
気
船
で
、
グ

レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
が
ブ
リ
ス
ト
ル
で
新
た
に
改
装
さ
れ

た
自
社
の
特
別
の
掘
割
式
の
ド
ラ
イ
（
乾
）・
ド
ッ
ク
で
一
八
三
九
年
九

月
建
造
に
着
手
し
、
一
八
四
三
年
七
月
に
進
水
し
た
。
こ
れ
が
SS
グ
レ
ー

ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
（SS Great Britain

）
で
あ
る
。

　
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
は
革
新
的
な
船
で
あ
り
、
鉄
の
船
体
と
ス
ク

リ
ュ
ー
推
進
を
併
せ
持
つ
最
初
の
蒸
気
船
で
、
船
体
の
長
さ
九
八
メ
ー
ト

ル
、
幅
一
五・三
九
メ
ー
ト
ル
で
、
排
水
量
三
、四
〇
〇
ト
ン
、
船
底
か
ら

主
甲
板
ま
で
高
さ
九・九
一
メ
ー
ト
ル
の
建
造
当
時
の
世
界
最
大
の
客
船

で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
、
船
体
設
計
の
み
な
ら
ず
エ
ン
ジ
ン
と
ス
ク

リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
の
考
案
に
も
関
与
し
、
直
接
駆
動
方
式
の
二
基
の
エ
ン

ジ
ン
で
駆
動
、
各
エ
ン
ジ
ン
は
内
腔
が
八
八
イ
ン
チ
（
二
二
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
で
ス
ト
ロ
ー
ク
が
六
フ
ィ
ー
ト
（
一・八
メ
ー
ト
ル
）
の
シ

リ
ン
ダ
ー
を
二
基
備
え
、
当
時
の
最
先
端
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
杉
浦
、

一
九
九
九
）。
し
か
も
四
層
の
甲
板
に
は
、
一
二
〇
名
の
乗
組
員
と
三
六
〇

名
の
乗
客
の
宿
泊
施
設
（
船
室
、
後
部
サ
ロ
ン
の
下
に
は
メ
イ
ン
食
事
用

サ
ロ
ン
（
長
さ
三
〇
・
メ
ー
ト
ル
、
幅
九・一
メ
ー
ト
ル
）、
遊
歩
用
サ
ロ

ン
な
ど
を
備
え
、
一
、二
〇
〇
ト
ン
の
貨
物
と
燃
料
用
の
一
、二
〇
〇
ト
ン

の
石
炭
を
積
載
し
、
加
え
て
二
次
的
な
帆
の
動
力
が
提
供
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
数
奇
な
運
命
に
見

舞
れ
る
。
結
果
的
に
は
、
ブ
ル
ネ
ル
が
ブ
リ
ス
ト
ル
を
離
れ
る
契
機
を
作

り
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
を
解
散
（
一
八
四
八
年
）
に

追
い
込
む
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
四
三
年
七
月
ブ
リ
ス
ト
ル

で
進
水
式
後
、
艤
装
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
出
港
し
よ
う
と
し
た
グ

レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
は
、
巨
大
す
ぎ
る
船
体
の
た
め
に
水
門
（
ロ
ッ

ク
）
を
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
に
一
年
以

上
も
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
ブ
リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク
（
船
渠
）
会
社

と
ブ
ル
ネ
ル
は
協
議
し
、
一
八
四
四
年
秋
に
水
門
の
改
修
工
事
が
な
さ
れ

た
。
し
か
し
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
、
一
八
四
四
年
一
二
月
港
を
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出
る
際
に
エ
イ
ボ
ン
川
の
第
二
水
門
で
船
体
が
詰
ま
り
水
門
（
ロ
ッ
ク
）

の
石
垣
を
取
り
壊
し
、
か
ろ
う
じ
て
港
を
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ブ

リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク
（
船
渠
）
会
社
に
よ
る
ブ
ル
ネ
ル
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ・

ハ
ー
バ
ー
の
改
修
計
画
（
一
八
四
八
〜
四
九
年
）
へ
の
非
協
力
的
な
姿
勢

は
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸
気
船
会
社
に
と
っ
て
は
係
留
費
等
の
大

き
な
損
失
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
ブ
ル
ネ
ル
に
ブ
リ
ス
ト
ル
を
太

平
洋
横
断
航
路
の
母
港
と
す
る
構
想
か
ら
除
外
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

（
３
）。

（
３
）
ブ
リ
ス
ト
ル
ド
ッ
ク
会
社
は
一
八
四
八
年
に
解
散
し
、
ブ
リ
ス
ト

ル
市
船
渠
委
員
会
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
、
ブ
ル
ネ
ル
は
一
八
五
二

年
ま
で
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
港
の
実
質
的
な
仕
事
か
ら
手
を
引
い
た
（
ブ

キ
ャ
ナ
ン
、
二
〇
〇
六
、八
六
頁
）。
ブ
ル
ネ
ル
の
構
想
は
、
乗
客
は
ロ

ン
ド
ン
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
旅

行
で
き
る
一
枚
の
切
符
を
購
入
し
て
、
西
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ネ
イ
ラ
ン
ド

駅
（N

eyland

）
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道

か
ら
蒸
気
船
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
に
乗
り
換
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
最
終
的
な
内
装
を
終
え

母
港
で
あ
る
ブ
リ
ス
ト
ル
で
は
な
く
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
港
に
回
航
さ
れ
、

一
八
四
五
年
七
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
処
女
航
海
に
四
五
名
の
乗
客
を
乗

せ
出
航
し
た
。
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
、
大
西
洋
横
断
を
し
た
最
初

の
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
推
進
に
よ
る
鉄
鋼
蒸
気
船
と
し
て
、
平
均
速
度

は
九・二
五
ノ
ッ
ト
で
、一
四
日
二
一
時
間
で
渡
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
八
四
六
年
九
月
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
五
回
目
の

航
海
に
つ
い
た
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ン
ド

ラ
ム
湾
で
座
礁
し
、
一
年
間
座
礁
し
た
後
、
三
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
経
費

で
浮
上
さ
せ
ら
れ
、
一
八
四
七
年
八
月
よ
う
や
く
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
戻
っ

た
。
こ
の
救
出
に
多
額
の
費
用
を
支
出
し
た
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
蒸

気
船
会
社
は
、
ブ
ル
ネ
ル
の
二
隻
の
蒸
気
船
を
売
却
し
、
四
八
年
に
解
散

し
た
。
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
は
、
郵
便
船
会
社
に
売
却
さ
れ
、
他

方
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
号
は
、
ギ
ブ
ス
・
ブ
ラ
イ
ト
会
社
（Gibbs, 

Bright &
 Co.

）
に
た
っ
た
の
二
五
、〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
売
却
さ
れ
た
の
で

あ
る
（
杉
浦
、
一
九
九
九
、
管
、
一
九
八
七
）。

　
そ
の
後
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
改
装
さ
れ
、
一
八
五
二
年
か

ら
一
八
七
六
年
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
（
イ
ギ
リ
ス
＝
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
）
に
何
千
人
も
の
移
民
を
運
び
、
中
断
し
た

の
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
イ
ン
ド
大
反
乱
の
時
に
軍
隊
輸
送
用
に
転
換
さ
れ

た
時
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
八
八
二
年
に
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
は
再
び

転
売
さ
れ
バ
ラ
積
み
の
石
炭
を
輸
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
八
六

年
の
船
上
火
災
の
後
に
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
の
ス
タ
ン
リ
ー
港
（Port 

Stanley

）
に
到
着
後
に
、
船
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
の
会
社
に
売
却
さ

れ
、
浮
か
ん
だ
ま
ま
で
保
管
倉
庫
（
石
炭
庫
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、

一
九
三
七
年
に
穴
を
開
け
ら
れ
浅
瀬
に
座
礁
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
座
礁
さ
せ
ら
れ
放
置
さ
れ
た
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
が
、
救
助

さ
れ
牽
引
さ
れ
て
母
港
ブ
リ
ス
ト
ル
に
再
び
戻
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
で

あ
る
。
一
八
四
四
年
に
ブ
リ
ス
ト
ル
を
出
港
し
て
一
二
七
年
目
の
こ
と
で

あ
る
が
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
厄
介
者
と
し
て
母
港
を
追
わ

れ
る
よ
う
に
出
港
し
た
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

ブ
リ
ス
ト
ル
の
産
業
遺
産
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
歴

史
の
巡
り
合
わ
せ
と
は
言
え
、
皮
肉
な
結
末
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
八
四
〇
年
代
末
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
ブ
ル
ネ
ル
の
活
躍
は
、
事

実
上
、
幕
を
閉
じ
、
彼
は
ブ
リ
ス
ト
ル
を
去
る
こ
と
な
る
。
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　（
三
）
ブ
リ
ス
ト
ル
後
の
ブ
ル
ネ
ル

　
ブ
リ
ス
ト
ル
を
事
実
上
離
れ
た
ブ
ル
ネ
ル
は
、
産
業
革
命
を
経
て
経
済

の
発
展
が
成
熟
に
達
し
た
一
八
五
〇
年
代
に
、
大
英
帝
国
の
絶
頂
期
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
（
一
八
三
七
〜
一
九
〇
一
年
）
前
半
に
お
け
る
代

表
的
建
造
物（
一
八
五
四
年
ロ
ン
ド
ン・パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
）、橋（
一
八
五
九

年
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
鉄
道
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
橋
）、
さ
ら
に
は
、

当
時
最
大
の
鉄
製
蒸
気
船
（
一
八
五
九
年
グ
レ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
号
）

な
ど
の
傑
作
を
作
り
出
し
た
。
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
①
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
ロ
ン
ド
ン
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
パ

デ
ィ
ン
ト
ン
駅
）
は
、
一
八
三
八
年
開
業
以
来
木
造
で
あ
っ
た
が
、
鉄
道

の
拡
張
に
よ
り
一
八
五
〇
年
本
格
的
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
建
設
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
駅
舎
は
ブ
ル
ネ
ル
が
全
体
構
造
を
設
計
し
、
細
部
の
内
装
等

は
マ
シ
ュ
ー
・
デ
ィ
グ
ビ
ー
・
ワ
イ
ア
ッ
ト
（M

atthew
 Digby W

yatt

）

が
担
い
、
一
八
五
四
年
に
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
の
ト
レ
イ
ン・

シ
ェ
ッ
ド
は
三
連
か
ら
な
る
ア
ー
チ
状
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
屋
根
を
鉄
製

の
柱
で
支
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
根
の
幅
は
二
〇・七

メ
ー
ト
ル
、
三
一・二
メ
ー
ト
ル
、
二
一・三
メ
ー
ト
ル
で
長
さ
は
二
一
三

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
優
雅
な
翼
廊
か
ら
明
る
い
光
が
差
し
込
む
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
八
五
一
年
に
ブ
ル
ネ
ル
も
企
画
委
員
と
し
て

参
画
し
た
世
界
最
初
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
（
一
八
五
一

年
）
に
お
け
る
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
（Joseph Paxton

）
の
「
鉄
と

ガ
ラ
ス
」
を
多
用
し
た
水
晶
宮
（Crystal Palace

）
の
影
響
を
う
け
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
は
、
産
業
革
命

に
よ
り
量
産
化
が
可
能
と
な
っ
た
「
鉄
と
ガ
ラ
ス
」
の
時
代
と
言
わ
れ
る

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
代
表
的
な
建
造
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
佐

藤
、
二
〇
〇
六
、
Ｌ
・
Ｔ
・
Ｃ
・
ロ
ル
ト
、
一
九
八
九
）。
一
七
〇
年
余

り
を
経
た
現
在
で
も
私
達
の
調
査
の
出
発
地
で
あ
る
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
駅

舎
に
は
鉄
の
ア
ー
チ
状
の
ガ
ラ
ス
屋
根
か
ら
明
る
い
光
が
差
し
込
み
、
広

い
独
特
な
空
間
を
つ
く
り
だ
し
て
お
リ
、
単
な
る
駅
舎
で
は
な
く
、
人
々

を
驚
嘆
さ
せ
、
お
も
わ
ず
カ
メ
ラ
で
撮
り
た
く
さ
せ
る
よ
う
な
、
見
惚
れ

る
構
造
美
を
備
え
た
建
造
物
と
な
っ
て
い
た
（
写
真
5
）。

　
②
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
橋
（Royal A

lbert Bridge

）
は
、
コ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ル
鉄
道
の
主
任
技
術
者
を
兼
務
し
た
ブ
ル
ネ
ル
が
設
計
し
た
軍
港

プ
リ
マ
ス
と
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
間
に
あ
る
テ
イ
マ
ー
川
に
架
か
る
鉄
道

橋
で
、
一
八
五
三
年
春
着
工
し
、
一
八
五
九
年
に
完
成
し
た
。
軍
港
で
あ

る
た
め
に
海
軍
省
か
ら
橋
桁
の
高
さ
と
橋
脚
の
ス
パ
ン
の
条
件
が
付
け
ら

れ
、
約
三
〇・五
メ
ー
ト
ル
の
一
本
の
橋
桁
に
約
一
三
九
メ
ー
ト
ル
の
ス

パ
ン
か
ら
な
る
二
連
の
錬
鉄
製
橋
を
架
設
す
る
設
計
に
基
づ
き
、
ケ
ー
ソ

ン
工
法
や
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
工
法
な
ど
革
新
的
な
土
木
技
術
を
駆
使
し
完

写真 5　 ブルネル設計のロンドン・パ
ディントン（2019年8月撮影）
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成
し
た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
、
病
気
治
療
の
た
め
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、

一
八
五
九
年
五
月
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
夫
、
ア
ル
バ
ー
ト
候
の
臨
席

の
も
と
開
通
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
橋

も
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
と
同
じ
く
機
能
と
形
状
に
よ
る
美
的
調
和
に
優
れ

た
「
構
造
芸
術
」
の
先
駆
け
と
評
さ
れ
る
（
デ
ビ
ッ
ド・Ｐ・ 

ビ
リ
ン
ト
ン
、

二
〇
〇
一
、
写
真
6
）

　
③
グ
レ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
号
（Great Eastern

）
は
、
一
八
五
二
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
の
蒸
気
船
と
し
て
イ
ー
ス
タ
ン
気
船
会
社
の
技

術
長
と
な
っ
た
ブ
ル
ネ
ル
の
設
計
・
監
督
の
も
と
、
建
造
は
主
に
ジ
ョ

ン
・
ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ッ
セ
ル
が
担
当
し
た
。
総
ト
ン
数
一
万
九
、〇
〇
〇

ト
ン
（
排
水
量
二
二
、〇
〇
〇
ト
ン
）、
全
長
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
超
）
と
い

う
完
成
当
時
世
界
最
大
の
蒸
気
船
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ド
ッ
ク
島
で
造

船
さ
れ
た
。
船
体
は
す
べ
て
鉄
板
の
二
重
構
造
で
、
四
層
の
甲
板
が
船
首

か
ら
船
尾
ま
で
通
り
、
船
内
は
一
等
船
室
八
〇
〇
名
、
二
等
二
、〇
〇
〇

名
、
三
等
一
、二
〇
〇
名

の
合
計
四
、〇
〇
〇
名
が

収
容
で
き
、
長
さ
二
〇

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
四
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル

の
グ
ラ
ン
ド
・
サ
ロ
ン
ま

で
備
え
て
い
た
と
言
わ
れ

る
（
杉
浦
、
一
九
九
九
）。

推
進
機
関
と
し
て
は
ス
ク

リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
一
軸
と

両
側
面
に
外
輪
を
併
用
、

さ
ら
に
六
本
の
マ
ス
ト
を
備
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
グ
レ
ー
ト
・
イ
ー
ス

タ
ン
号
は
悲
運
の
船
で
ブ
ル
ネ
ル
の
死
期
を
早
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

共
同
事
業
者
の
ラ
ッ
セ
ル
と
の
対
立
、
ま
た
、
最
初
の
進
水
式
で
は
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
の
能
力
不
足
で
、
死
傷
者
ま
で
出
す
事
故
。
加
え
て
イ
ー
ス
タ

ン
気
船
会
社
の
破
産
に
よ
り
、
ブ
ル
ネ
ル
は
新
会
社
「
グ
レ
ー
ト
・
シ
ッ

プ
会
社
」
を
設
立
し
て
、
一
八
五
八
年
一
月
よ
う
や
く
進
水
し
た
も
の
の
、

一
八
五
九
年
九
月
試
運
転
中
に
事
故
を
起
こ
し
、
ブ
ル
ネ
ル
は
そ
の
直
後

病
棟
で
九
月
一
五
日
に
五
三
歳
で
急
死
し
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ネ
ル
の
死
後
、
グ
レ
ー
ト・シ
ッ
プ
社
の
財
政
難
に
よ
り
、
グ
レ
ー

ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
号
は
、
大
西
洋
航
路
へ
と
回
さ
れ
、
一
八
六
〇
年
六
月
、

サ
ザ
ン
プ
ト
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
て
処
女
航
海
を
行
っ
た
が
、

大
半
の
乗
客
は
進
水
式
の
事
故
が
原
因
で
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
乗
客
は
わ
ず

か
四
三
人
で
あ
っ
た
い
う
。
大
西
洋
航
路
は
激
戦
航
路
で
乗
船
率
は
そ
の

後
も
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
八
六
一
年
に
は
大
嵐
に
あ
い
暗

礁
に
乗
り
上
げ
、
処
理
等
の
費
用
の
た
め
に
一
八
六
四
年
グ
レ
ー
ト・シ
ッ

プ
会
社
が
倒
産
し
、
同
船
は
競
売
さ
れ
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
に
活
用
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
グ
レ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
号
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
活
躍

も
な
い
ま
ま
に
、
最
終
的
に
一
八
八
九
年
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
お
い
て
解
体

さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
も
ま
だ
当
時
世
界
最
大
の
蒸
気
船
で
あ
っ
た
。

　
④
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
（Clifton Suspension Bridge

）（
写
真
7
）
は
、

エ
イ
ボ
ン
川
の
河
口
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
付
近
の
、
高
さ
七
〇
メ
ー

ト
ル
の
エ
イ
ボ
ン
峡
谷
の
東
側
の
ク
リ
フ
ト
ン
と
西
側
の
レ
イ
・
ウ
ッ
ズ
を

結
ん
で
い
る
。
橋
は
既
に
み
た
出
水
事
故
に
よ
る
転
地
治
療
の
た
め
に
ク

リ
フ
ト
ン
に
て
療
養
し
て
い
た
ブ
ル
ネ
ル
が
、
一
八
三
〇
年
に
設
計
コ
ン
ペ

に
提
出
し
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
初
期
の
設
計
案
を
基
礎
に
し
て
、
ウ
ィ

写真 6　ロイヤル・アルバート橋
（The Royal Albert Bridge official 
website, www.royalalbertbridge.
co.ukより）
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リ
ア
ム・ヘ
ン
リ
ー・バ
ー
ロ
ー（W

illiam
 Henry Barlow

）と
ジ
ョ
ン・ホ
ー

ク
シ
ョ
ー
（John Haw

kshaw

）
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
一
八
六
四
年
に
建
設

さ
れ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
の
初
期
の
案
（
吊
り
橋
の
ス
パ
ン
一
九
二
メ
ー
ト
ル
、

全
体
の
ス
パ
ン
二
一
五
メ
ー
ト
ル
）
は
、
一
八
三
一
年
六
月
に
は
起
工
式
も

終
わ
っ
た
も
の
の
、
資
金
不
足
や
一
八
三
一
年
の
ブ
リ
ス
ト
ル
の
暴
動
な
ど

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
再
開
さ
れ
、
四
三
年
に
両
岸
の

橋
台
が
完
成
し
た
が
、
再
び
資
金
難
で
一
八
五
三
年
か
ら
工
事
は
中
止
さ

れ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
修
正
し
て
、橋
は
彼
の
死
後
に
建
設
さ
れ
、

一
八
六
四
年
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
は
、
現
在
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
観
光
名
所
に
な
っ
て
お

り
、多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。
夜
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
、

花
火
が
う
ち
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
九
年
か
ら
は
毎
年
夏
に
三
〇
〇

以
上
の
気
球
が
と
ぶ
国
際
バ
ル
ー
ン
・
フ
ェ
ス
タ
（Bristol International 

Balloon Fiesta

）
が
近
く
で
開
催
さ
れ
、
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
い
る
。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
生
が
、
一
九
七
九
年
に
こ
の
橋

か
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
た
の
が
近
代
的
な
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
る
。た
だ
、
私
た
ち
が
行
っ
た
土
曜
日
に
は
、観
光
案
内
所
が
早
々

と
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
り
、
唯
一
の
公
衆
ト
イ
レ
も
午
後
五
時
で
施
錠
さ
れ

る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
対
応
で
、
は
じ
め
て
の
来
訪
者
に
は
少
し
不
親

切
な
印
象
も
あ
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
ブ
ル
ネ
ル
は
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
を

は
じ
め
、
橋
、
鉄
道
、
蒸
気
船
、
駅
舎
な
ど
鉄
の
公
共
の
構
造
物
を
芸
術

的
で
独
創
的
な
作
品
に
仕
上
げ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
（
佐
藤
建
吉
、
二
〇
〇
六
）。
次
章
で
は
、
ブ
ル
ネ
ル
が
去
っ
た
後
の

一
九
世
紀
後
半
の
ブ
リ
ス
ト
ル
に
話
を
戻
そ
う
。

写真 7　 ブルネルの設計したクリフトン吊り橋とブルネルの記念プ
レート（1831 年着工、中断後に 1864 年完成、2019 年 8 月撮影）
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四
　
港
湾
遺
産
と
し
て
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー

（
一
）
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
限
界
と
新
港
開
設

　
一
八
四
八
年
ブ
リ
ス
ト
ル
市
に
経
営
が
移
管
さ
れ
て
以
降
一
九
世
紀
末

に
か
け
て
、
蒸
気
船
の
大
型
化
に
伴
い
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー

は
川
港
と
し
て
絶
対
的
に
不
利
な
状
況
と
な
っ
た
。
ブ
リ
ス
ト
ル
市
は
、

一
九
〇
八
年
、
エ
イ
ボ
ン
川
河
口
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ド
ッ
ク

を
建
設
し
た
。
完
成
後
、
大
型
船
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ド
ッ
ク
、

中
小
型
船
は
、
市
内
に
近
い
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
が
利
便
性
か

ら
主
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
な
り
道
路
網
の
整
備

や
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
普
及
に
よ
っ
て
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の

貨
物
量
は
減
少
し
、一
九
六
〇
年
代
に
は
、ロ
イ
ヤ
ル・エ
ド
ワ
ー
ド・ド
ッ

ク
と
の
地
位
が
完
全
に
逆
転
し
て
、
一
九
七
五
年
に
は
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
商
業
船
対
応
は
完
全
に
停
止
し
た
。
一
九
七
八
年
に
は

新
た
な
外
洋
港
ロ
イ
ヤ
ル
・
ポ
ー
ト
ベ
リ
ー
・
ド
ッ
ク
が
完
成
し
、
港
湾

都
市
と
し
て
の
ブ
リ
ス
ト
ル
の
地
位
を
維
持
す
る
一
方
で
、
商
業
港
の
機

能
を
終
了
し
た
市
の
所
有
す
る
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
旧
港
湾

地
域
三
マ
イ
ル（
四・八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、周
囲
一
七
五
エ
ー
カ
ー（
七
〇
万

平
方
メ
ー
ト
ル
、
東
京
ド
ー
ム
約
一
二
個
分
）
に
は
、
荒
廃
し
た
倉
庫
群

や
大
小
の
ド
ッ
ク
の
未
使
用
工
業
用
地
が
無
残
な
姿
で
残
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
写
真
8
）（
石
神
、
二
〇
一
四
、M

alpass and King, 2009

）。

（
二
）
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
再
生

　
ブ
リ
ス
ト
ル
市
の
一
九
七
〇
年
代
の
開
発
計
画
で
は
、
ド
ッ
ク
の
一
部

を
埋
め
立
て
、
外
環
循
環
道
路
の
建
設
や
商
業
施
設
の
た
め
に
土
地
を
再

写真 8　上　 当時の荒廃したフローティング・ハーバーの様子とメディカルセンターにリノ
ベーションされた倉庫

下　1970 年代のフローティング・ハーバーの地図（Bristol’s Floating Harbour HP）
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開
発
す
る
な
ど
の
計
画
が
立
案
さ
れ
た
が
、
歴
史
保
存
グ
ル
ー
プ
や
市
民

な
ど
の
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
計
画
は
ス
ト
ッ
プ
し
結
局
破
棄
さ

れ
た
。
ま
た
、
石
油
危
機
な
ど
影
響
も
加
わ
り
、
荒
廃
し
た
港
湾
施
設
は

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
九
八
〇
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
に
は
、
専
門
シ
ョ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
含
む
大
型
の
ウ
ォ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
の
不
動
産
開
発
の
動
き
も

見
ら
れ
た
も
の
の
、
結
局
見
送
ら
れ
、
一
九
八
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ロ

イ
ズ
信
託
貯
蓄
銀
行
（Lloyds TBS

）
の
本
部
の
ウ
ォ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
進

出
が
唯
一
許
可
さ
れ
た
（
写
真
9
（
下
））。
一
九
九
三
年
、
英
国
宝
く
じ

基
金
の
補
助
金
や
二
〇
〇
〇
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
事
業
、
南
西
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
地
域
開
発
庁
な
ど
の
公
的
資
金
、
さ
ら
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
市
議
会
と
商

業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
多
額
の
資
金
を
獲
得
し
て
、NPO

や
多
様
な
団
体
も

参
加
し
、
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ハ
ー
バ
ー
遺
産
（Pristol Harbour Heritage 

Trail

）
の
保
存
と
活
用
、
さ
ら
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ア
と
し
た
ブ
リ

ス
ト
ル
の
再
生
が
開
始
さ
れ
た
。

　
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、（
石
神
二
〇
一
四
）
の
研
究
お
よ
びPeter 

M
alpass and A

ndy King,

（
二
〇
〇
九
）、Peter Boyden Consultants

（
二
〇
一
三
））
参
照
し
て
も
ら
う
と
し
て
、
荒
廃
し
た
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ・

ハ
ー
バ
ー
サ
イ
ド
地
域
に
あ
っ
た
既
存
の
港
湾
施
設
の
タ
バ
コ
工
場
、
砂

糖
工
場
、
倉
庫
等
の
港
湾
遺
産
は
、
一
九
九
〇
代
以
後
プ
レ
ジ
ャ
ー
目
的

の
マ
リ
ー
ナ
整
備
や
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
バ
ー
、
パ
ブ
、
ス

タ
ジ
オ
、
ホ
ー
ル
、
映
画
館
、
シ
ョ
ッ
プ
を
含
む
混
合
商
業
施
設
、
さ
ら

に
劇
場
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
オ
フ
ィ
ス
お
よ
び
産
業
博
物
館
と
海
事
遺
産

博
物
館
等
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
ス
ク
エ
ア
な
ど
に
改
修
あ
る
い
は
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
活
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
は
港
湾
都
市
か

ら
「
創
造
的
産
業creative industries

」
の
企
業
「
新
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び

通
信
会
社
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
制
作
会
社
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
製
品
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

ゲ
ー
ム
）、建
築
家
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、作
家
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、彫
刻
家
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
な
ど
、
例
え
ば
、
匿
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
バ
ン
ク
シ
ー
が

有
名
」
を
誘
致
し
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
、
商
工
会
議
、
地
域
住
民
や
団
体
が

参
加
し
、
都
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
再
開
発
を
推
進
し
た
の
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
の
奴
隷
貿
易
さ
ら
に
港
湾
都
市
の
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら

「
ブ
リ
ス
ト
ル
の
文
化
、
創
造
性
、
再
生
」（Peter Boyden Consultants 

二
〇
一
三
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
文
化
主
導
の
都
市
再
生
へ
と
転
換
し

た
。
こ
の
「
創
造
都
市
、
文
化
都
市
」
を
目
指
す
ブ
リ
ス
ト
ル
再
生
の
中

心
が
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
に
お
け
る
港
湾
遺
産
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

（
三
）  

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

Ｍ
シ
ェ
ド
と
SS
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号

　
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
港
湾
遺
産
で
あ
る
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー

バ
ー
サ
イ
ド
（
写
真
9
（
上
））
沿
い
を
歩
き
、
ま
ず
二
〇
一
一
年
に
博

物
館
と
し
て
開
設
さ
れ
た
Ｍ
シ
ェ
ド
（M

 Shed

）
を
視
察
し
た
。
Ｍ
シ
ェ

ド
が
あ
る
プ
リ
ン
ス
ワ
ー
フ
（Prince

’

s W
harf

）
は
一
八
六
〇
年
代
に
建

設
さ
れ
た
埠
頭
で
、
商
業
船
済
積
が
終
了
す
る
一
九
七
五
年
ま
で
活
動
を

つ
づ
け
た
。
し
か
し
、
一
八
六
〇
年
以
前
に
は
造
船
所
が
あ
り
、
ブ
ル
ネ

ル
の
大
西
洋
を
横
断
し
た
最
初
の
蒸
気
船
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ

ン
号
が
建
造
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

　
①
Ｍ
シ
ェ
ド
ブ
リ
ス
ト
ル
博
物
館
（
写
真
10
）
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
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港
湾
施
設
の
倉
庫
を
活
用
し
た
ブ
リ
ス
ト
ル
産
業
博
物
館
が
二
〇
〇
六
年

に
閉
鎖
さ
れ
、
Ｍ
シ
ェ
ド
に
改
装
さ
れ
二
〇
一
一
年
六
月
に
ブ
リ
ス
ト
ル

博
物
館
群
の
一
部
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
Ｍ
シ
ェ
ド
は
各
倉
庫
を
区
別
す
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
に
由
来

し
、
隣
接
す
る
Ｌ
シ
ェ
ド
は
博
物
館
の
収
蔵
庫
と
な
っ
て
い
る
。
私
達
は

同
博
物
館
の
上
級
学
芸
員
か
ら
博
物
館
の
現
状
お
よ
び
Ｌ
シ
ェ
ド
収
蔵
庫

内
の
保
存
物
品
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。
収
蔵
庫
に
は
ブ
リ
ス

ト
ル
の
産
業
や
生
活
に
関
わ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
収
集
さ
れ
て
お

り
、
同
博
物
館
が
ブ
リ
ス
ト
ル
を
広
範
囲
な
視
野
か
ら
と
ら
え
る
社
会
的・

歴
史
的
・
文
化
的
な
展
示
を
行
う
博
物
館
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

た
だ
、
古
い
自
転
車
や
車
、
生
活
の
電
機
機
器
、
産
業
機
械
な
ど
そ
れ
な

り
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
学
芸
員
は
、
博
物
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
見
学
し
に
来
た
遠
来
の
訪
問
者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、

や
は
り
ブ
リ
ス
ト
ル
市
民
で
な
い
と
そ
の
価
値
は
、
理
解
し
に
く
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
収
集
と
整
理
の
地
道
な
仕
事
に
支
え
ら
え
て
、
そ
の

後
見
学
し
た
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
の
展
示
が
あ
る
と
、
改
め
て
感
じ
た
。

　
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
の
館
内
展
示
（
写
真
11
）
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
市
民

生
活
や
仕
事
、
貿
易
、
輸
送
の
三
、〇
〇
〇
以
上
の
産
業
や
工
芸
に
関
す

る
展
示
が
、
テ
ー
マ
ご
と
に
区
切
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
、
映

像
や
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
も
多
用
し
つ
つ
子
供
に
も
興
味
深
く
学
べ

る
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
黄
金
時
代
の
ブ
リ
ス

ト
ル
に
お
け
る
三
角
（
奴
隷
）
貿
易
の
役
割
な
ど
「
負
の
歴
史
」
に
つ
い

て
も
展
示
し
来
訪
者
に
問
い
か
け
意
見
交
換
で
き
る
工
夫
も
行
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
九
九
年
ブ
リ
ス
ト
ル
博
物
館
・
芸
術
館
（Bristol 

M
useum

 &
 A

rt Gallery

）
で
開
催
さ
れ
た
「
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
・
ト
レ
ー

写真 9（上）ハーバーサイドのガイドコース地図（Bristol’s Floating Harbour HP）
（下）ロイズ信託貯蓄銀行本部と対岸の旧市街地（2019 年 8 月撮影）
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写真 10　 M シェドの全景（上），ボランティアによる港の清掃活動が見える。
L シェド内部の収蔵物品（下）（2019 年 8 月撮影）

写真 11 上（右）Ｍシェドがあるプリンスワーフ（Prince’s Wharf）の案内図と玄関
下　家族づれで賑わうＭシェド内部（左）と奴隷貿易展示（右）（2019 年 8 月撮影）
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ド
？

　
―
ブ
リ
ス
ト
ル
と
大
西
洋
を
渡
っ
た
奴
隷
た
ち
（A

 Respectable 
Trade? Bristol &

 Transatlantic Slavery

）」
と
い
う
特
別
展
に
由
来
し
、

こ
の
特
別
展
が
ブ
リ
ス
ト
ル
産
業
博
物
館
を
経
て
現
在
の
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物

館
の
二
階
に
常
設
化
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
４
）（

井
野
瀬
久
美
恵
、
二
〇
〇
七
、

M
shed Souvenir Guide

、
二
〇
一
九
）。

（
４
）
な
お
、
二
〇
〇
二
年
に
大
英
帝
国
を
メ
イ
ン
に
掲
げ
る
イ
ギ
リ
ス

で
初
め
て
、
唯
一
の
博
物
館
で
あ
る
「
大
英
帝
国
・
連
邦
博
物
館
」
が
、

す
で
に
見
た
ブ
ル
ネ
ル
設
計
に
よ
る
旧
ブ
リ
ス
ト
ル
・
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー

ズ
駅
舎
跡
の
一
部
を
活
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
（
二
〇
〇
二
〜
一
三
年
、

そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
に
移
転
）。
井
野
瀬
氏
は
「
奴
隷
貿
易
の
過
去
」
を

よ
み
が
え
さ
せ
る
ブ
リ
ス
ト
ル
の
試
み
と
し
て
、
こ
の
博
物
館
に
つ
い

て
「
一
六
世
紀
の
大
航
海
時
代
以
降
の
こ
の
島
国
の
海
外
膨
張
の
具
体

的
な
諸
相
―
探
求
や
冒
険
の
航
海
、
多
様
な
貿
易
活
動
と
数
々
の
貿
易

品
、
貿
易
や
戦
争
を
通
じ
た
植
民
地
支
配
の
進
展
状
況
、
そ
れ
に
変
化

し
た
現
地
の
社
会
や
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
凝
っ
た
趣
向
の
展
示
が

な
さ
れ
て
い
る
。
英
連
邦
（
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
）
と
呼

ば
れ
る
現
在
に
至
る
帝
国
史
を
収
め
た
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
空
間
は
、

帝
国
礼
賛
に
陥
る
こ
と
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
膨
張
や
帝
国
建
設
の
背
後

で
何
が
あ
っ
た
の
か
に
も
目
配
り
さ
れ
て
お
り
、
抑
制
の
き
い
た
印
象

を
受
け
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。（
井
野
瀬
、
二
〇
〇
七
、一
七
二
頁
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
館
は
通
常
無
料
（
寄
付
箱
に
寄
付
五
ポ
ン
ド
、
一
ポ

ン
ド
一
四
〇
円
で
七
〇
〇
円
）
を
払
っ
て
も
払
わ
な
く
て
も
良
い
）。
親
子

連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
姿
が
目
立
ち
、
市
民
の
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん

だ
博
物
館
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
リ
ス
ト
ル
市
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ

て
い
る
Ｍ
シ
ェ
ド
も
入
場
料
は
無
料
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
博
物
館
設

立
当
初
の
入
場
者
目
標
は
年
間
四
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
入
場
者
は
年
間

七
〇
万
人
で
あ
る
と
い
う
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
報
告
書
（Peter Boyden 

、（
二
〇
一
三
））
で
も
ブ
リ
ス
ト
ル
の
成
功
し
た
事
例
と
し
て
Ｍ
シ
ェ
ド

博
物
館
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
の
特
徴
は
、
館
外
の
埠
頭
に
お
け
る
野
外
の
港
湾

施
設
遺
産
の
動
態
保
存
で
あ
る
（
写
真
12
）。
一
九
五
一
年
に
設
置
さ
れ

一
九
七
三
年
ま
で
最
大
三
五
ト
ン
の
積
載
量
の
船
舶
お
よ
び
鉄
道
貨
車
の

積
み
降
ろ
し
で
通
常
使
用
さ
れ
た
電
動
カ
ー
ゴ
ク
レ
ー
ン
（
う
ち
三
台
が

稼
働
可
能
）
や
、
一
八
七
八
年
に
設
置
さ
れ
た
古
い
ク
レ
ー
ン
で
あ
り
世

界
で
現
存
す
る
唯
一
の
巨
大
な
フ
ェ
ア
ベ
イ
ル
ン
の
巨
大
な
蒸
気
ク
レ
ー

ン
な
ど
。
こ
れ
ら
の
ク
レ
ー
ン
は
週
末
に
は
来
訪
者
の
た
め
に
稼
働
さ
れ

る
。
ま
た
、
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
支
線
鉄
道
と
し
て
テ
ン
プ

ル
・
ミ
ー
ド
駅
に
繋
が
っ
た
一
八
七
〇
年
代
の
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ハ
ー
バ
ー

鉄
道
の
一
部
の
路
線
が
保
存
さ
れ
、
そ
こ
に
一
九
一
七
年
製
の
蒸
気
機
関

車
（Portbury

）、
一
九
三
七
年
製
の
蒸
気
機
関
車
（Henbury

）
が
、
週

末
や
祝
日
に
運
行
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
岸
壁
に
は
一
八
五
〇
年
代
後
半

の
典
型
的
な
蒸
気
船
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ
る
一
八
六
一
年
建
造
の
メ
イ
フ
ラ

ワ
ー
号
（M

ayflow
er

）
や
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
蒸
気
船
タ
グ
ボ
ー

写真 12　 （上）Ｍシェド館外のタ
グ・ボートやレプリカ
のマシュー号（下）港湾
鉄道の機関車Fortbury

（2019 年 8月撮影）
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ト
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
キ
ン

グ
（John King

）
な
ど
が
港
の
中
を
運
行
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ブ
リ
ス

ト
ル
の
誇
り
で
あ
り
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
や
ラ
ブ
ラ
ド
ル
半
島
お

よ
び
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
「
発
見
者
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン・カ
ボ
ッ

ト
が
、
一
四
九
七
年
に
ブ
リ
ス
ト
ル
を
出
航
し
て
、
北
米
ま
で
航
海
し
た

帆
船
マ
シ
ュ
ー
号
の
レ
プ
リ
カ
も
、
一
九
九
七
年
に
歴
史
資
料
に
基
づ
き

再
建
さ
れ
港
を
航
行
し
て
、
観
光
客
を
た
の
し
ま
せ
て
い
た
。

　
夏
休
み
中
の
土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
ら
港
湾
施
設
の

遺
産
は
実
演
稼
働
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
見
学
者
が
楽
し
ん
で
い
た
。
そ

れ
ら
を
保
全
・
運
転
し
て
い
る
の
は
専
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
世

界
で
唯
一
現
在
す
る
と
さ
れ
る
フ
ェ
ア
ベ
イ
ル
ン
蒸
気
ク
レ
ー
ン
の
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
蒸
気
ク
レ
ー
ン
の
修
復
は
、
自
分
が
担
当
し
た

産
業
遺
産
の
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
一
九
八
八
年
か
ら
二
年
間
の

歳
月
を
か
け
た
と
自
慢
げ
に
話
し
て
く
れ
た
（
写
真
13
）。
ま
た
、
博
物

館
内
の
ガ
イ
ド
や
館
外
の
機
関
車
、
タ
グ
・
ボ
ー
ト
の
運
行
だ
け
で
な
く
、

港
の
水
面
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
活
動
の
若
者
の
姿
が
見
う
け
ら

れ
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
館
の
運
営
に
み

ら
れ
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
館
外
に
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
タ
グ
・
ボ
ー
ト
、
荷
揚
げ
ク

レ
ー
ン
、
港
湾
鉄
道
、
蒸
気
機
関
車
、
貨
車
や
軌
道
な
ど
は
、
一
九
世
紀

後
半
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
港
湾
の
主
要
な
施
設
や
仕
事
を
実

際
に
再
現
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
来
訪
す
る
家
族
に
と
っ
て
は
、
両
親

に
は
懐
か
し
く
、
若
い
人
、
子
供
た
ち
に
は
生
き
た
歴
史
の
体
験
教
育
に

な
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
意
味
で
本
来
の
博
物
館
が
持
つ
役
割
の
一
つ

で
あ
る
「
知
」
を
楽
し
み
な
が
ら
教
育
・
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
た
。

②
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン

博
物
館

　
ブ
リ
ス
ト
ル
の
産
業
遺
産

の
最
も
象
徴
的
な
シ
ン
ボ
ル

が
、
埠
頭
の
ド
ラ
イ
・
ド
ッ

ク
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ブ
ル

ネ
ル
が
設
計
し
一
八
四
三

年
に
進
水
し
た
SS
グ
レ
ー

ト･

ブ
リ
テ
ン
号
で
あ
る
。

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号

は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ド
ラ

イ
ド
ッ
ク
で
建
造
さ
れ
世
界

最
初
の
蒸
気
機
関
駆
動
の
ス

ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
に
よ
る

推
進
の
鋼
鉄
船
と
し
て
大
西

洋
を
横
断
し
、
大
西
洋
横
断

の
定
期
航
路
に
就
航
し
て
い

た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
し
か
も
、
皮
肉

に
も
一
八
四
四
年
に
ブ
リ
ス

ト
ル
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ハ
ー
バ
ー
を
幾
多
の
難
関
を

写真 13　 修復された 1878 年のフェアベイルン蒸気クレーンとその修復プロジェクトに関わ
り、当日運転するボランティア（2019 年 8 月撮影）。
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突
破
し
て
出
港
し
て
か
ら
は
、
一
度
の
例
外
を
除
い
て
再
び
姿
を
見
せ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
が
、
再
び
ブ
リ
ス
ト
ル
に
そ
の
姿
を
、
し

か
も
痛
々
し
い
姿
と
な
っ
て
見
せ
る
の
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
を
出
港
し
て

一
二
七
年
目
の
一
九
七
〇
年
で
あ
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
に
浮
か
ん
だ
ま
ま
の
保
管
倉
庫
（
石
炭
庫
）
で

あ
っ
た
後
に
、
一
九
三
七
年
に
穴
を
開
け
て
沈
め
ら
れ
た
グ
レ
ー
ト･

ブ

リ
テ
ン
号
は
、
個
人
の
寄
付
お
よ
び
「
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
寄
付
金
に
よ
り
引
き
上
げ
作
業
が
行
な
わ
れ
、
一
九
七
〇

年
四
月
に
箱
舟
（pontoon

）
に
搭
載
さ
れ
、
タ
グ
・
ボ
ー
ト
に
曳
か
れ

て
ス
タ
ン
リ
ー
港
に
航
行
さ
れ
、
大
西
洋
横
断
航
海
の
準
備
の
た
め
に
修

理
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
港
に
寄
港
し
、
曳
行
さ
れ
一
〇
万
人
を
超

え
る
人
々
の
歓
迎
の
な
か
ブ
リ
ス
ト
ル
に
一
九
七
〇
年
七
月
五
日
日
曜
日

に
、
ブ
ル
ネ
ル
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
の
下
を
通
過
し
た

（
写
真
14
）。
そ
の
後
、
潮
が
高
く
な
っ
て
水
門
を
通
り
抜
け
る
ま
で
カ
ン

バ
ー
ラ
ン
ド・ベ
イ
シ
ン
で
二
週
間
停
泊
し
、
水
門
を
抜
け
て
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
が
誕
生
し
た
グ
レ
ー
ト
・

ウ
ェ
ス
タ
ン
造
船
所
の
ド
ラ
イ
・
ド
ッ
ク
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
修
理
改
修
や
広
範
な
保
存
工
事
を
開
始
し
、
ド
ラ
イ
・
ド
ッ
ク
の
水

面
レ
ベ
ル
に
ガ
ラ
ス
板
お
よ
び
二
基
の
除
湿
器
を
設
置
し
て
、
二
〇
〇
五

年
七
月
現
在
の
展
示
方
式
が
完
成
し
た
。
こ
う
し
て
、
ド
ラ
イ
・
ド
ッ
ク

へ
の
観
光
客
の
訪
問
が
再
開
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
二
〇
万
人
が
訪
れ

た
。
二
〇
〇
七
年
に
は「
最
優
秀
産
業
技
術
博
物
館
」に
与
え
ら
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
博
物
館
の
賞
で
あ
る
ミ
ケ
レ
ッ
テ
ィ
賞
（M

icheletti

・Prize

）
を

受
賞
し
、
ま
た
二
〇
〇
八
年
に
は
「
歴
史
遺
産
教
育
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

賞
」
な
ど
多
数
受
賞
す
る
一
方
で
、
大
英
帝
国
の
文
化
史
に
お
け
る
特
別

な
観
点
で
展
示
を
し
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
SS
グ
レ
ー
ト
・

ブ
リ
テ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
と
な
り
、
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
博
物
館
を
現

在
運
営
し
て
い
る
。
同
博
物
館
は
、
ブ
ル
ネ
ル
と
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン

号
の
遺
産
を
保
護
し
、
未
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
起
業
家
を
鼓
舞
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
を
象
徴
す
る
修
復
さ
れ
た
グ

レ
ー
ト･
ブ
リ
テ
ン
号
以
外
に
二
つ
の
博
物
館
（
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
博
物

館
、
ブ
ル
ネ
ル
博
物
館
）
と
ブ
ル
ネ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
、
結
婚
式
場
、
専

用
の
会
議
施
設
を
備
え
て
い
る
。
入
場
料
は
大
人
が
一
五
〜
一
六
ポ
ン
ド

写真 14 上　 エイボン川をタグ・ボートに曳かれブリ
ストルに帰還するグレート・ブリテン号

下　 クリフトン吊り橋通過での歓迎風景
　　（SS Great Britain.org より）
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（
六
、〇
〇
〇
円
か
ら
七
、〇
〇
〇
円
）
と
や
は
り
ト
ラ
ス
ト
運
営
な
の
で
料

金
は
少
し
高
め
だ
が
、
一
年
間
有
効
。
博
物
館
前
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

時
代
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
博
物
館
員
に
よ
る
当
時
の
乗
船
風
景
の
寸

劇
や
解
説
が
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
15
）。

　
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
博
物
館
に
は
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
の
プ
ロ
ペ
ラ
や

舵
の
他
に
、
船
に
艤
装
さ
れ
て
い
た
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
船
は

一
八
四
三
年
の
ド
ラ
イ
・
ド
ッ
ク
に
置
か
れ
、
当
時
の
ド
ッ
ク
の
様
子
を

う
か
が
わ
せ
、
ま
た
、
復
元
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
や
船
の
船
首
な
ど
通
常
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
姿
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
（
写
真
16
）。

　
ま
た
、船
内
に
は
一
等
室
の
サ
ロ
ン
、船
長
室
、客
室
な
ど
の
ほ
か
に
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
の
服
を
着
た
船
長
が
愛
想
を
ふ
り
ま
い
た
り
、
貸
衣
装
も
お

そ
ら
く
有
料
で
用
意
さ
れ
、
歴
史
的
船
舶
遺
産
と
し
て
一
九
世
紀
の
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
甲
板
で
は
マ
ス
ト

の
ぼ
り
体
験
が
一
八
才
未
満
無
料
、
大
人
有
料
で
行
な
わ
れ
、
大
人
も
子

供
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
船
員
の
仕
事
を
体
験
を
し
た
り
、
そ
の
ほ
か
H
P

に
よ
れ
ば
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
下
層
階
級
の
演
劇
）

が
催
さ
れ
、
入
場
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
航
海
を
模
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

的
な
雰
囲
気
で
あ
る
が
、
約
一
八
〇
年
前
の
実
際
に
航
海
し
た
本
モ
ノ
で

再
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
さ
ら
に
グ
レ
ー
ト
・

ブ
リ
テ
ン
号
で
は
、デ
ッ
キ
で
の
結
婚
式
、船
内
で
の
会
議
や
サ
マ
ー・パ
ー

テ
ィ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
、
産
業
遺
産

の
保
存
の
た
め
の
ト
ラ
ス
ト
へ
の
収
益
獲
得
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

写真 16　上　 ドックヤード博物館のグレート・ブリテン号当
時のスクリュープロペラ（左）（右）マストの登り

下　 ドライドックのグレート・ブリテン号の船首・
船尾の当時 5 枚の復元スクリュープロペラ

写真 15　当時の雄姿に修復された
グレート･ブリテン号（上）とヴィク
トリア朝時代の衣装で演じられる就
航時の寸劇（下）（2019 年 8月撮影）
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日
本
の
保
存
船
舶
の
単
な
る
展
示
と
は
違
っ
た
活
動
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　
SS
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
博
物
館
は
、
一
九
世
紀
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ

る
ブ
ル
ネ
ル
の
設
計
・
建
造
し
た
世
界
最
初
の
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ

に
よ
る
推
進
の
鋼
鉄
蒸
気
船
（
SS
の
意
味
で
あ
るScrew

 of propelle

と

Stem
ship

）
と
い
う
産
業
遺
産
の
価
値
（
一
九
八
四
年
に
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
は
ア
メ
リ
カ
機
械
学
会
に
よ
る
「
歴
史
的
機
械
工
学
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
」
に
指
定
）
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
、
港
町
ブ
リ
ス
ト

ル
の
人
々
に
と
っ
て
の
誇
り
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
英
帝
国
の
誇
り
と
繁
栄
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
象
徴
で
も
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
私
た
ち
は
、
ブ
ル
ネ
ル
が
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
に

堆
積
す
る
泥
を
除
去
す
る
た
め
に
、
改
修
作
業
を
行
っ
た
港
の
水
位
を
制

御
す
る
水
門
「
ア
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ル
・
ヤ
ー
ド
（Underfall Yard

）」
施

設
の
活
用
（
写
真
18
）
を
見
学
。
そ
の
後
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
を

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
か
ら
出
す
た
め
に
ブ
ル
ネ
ル
が
手
掛
け
た

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
南
水
門
ま
で
歩
き
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の

港
湾
遺
産
の
視
察
を
終
了
し
た
。
夕
方
に
、
既
に
紹
介
し
た
ブ
ル
ネ
ル
が

設
計
し
た
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
を
見
学
し
、
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
長

か
っ
た
一
日
の
産
業
遺
産
の
視
察
を
終
え
た
。

　
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
視
察
の
中
心
で
あ
っ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ハ
ー

バ
ー
は
、
約
八
マ
イ
ル
（
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
港
の
面
囲
に
三
マ
イ

ル
（
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
わ
た
っ
て
、
非
常
に
多
彩
な
港
湾
遺
産
の

景
観
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
を
創
り
出
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、ハ
ー
バ
ー

サ
イ
ド
沿
い
﹇
プ
リ
ン
ス
ス
ト
リ
ー
ト
・
Ｍ
シ
ェ
ド
か
ら
SS
グ
レ
ー
ト･

ブ
リ
テ
ン
号
を
経
て
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
間
（
写
真
9
の
地
図
）
の
約
一
〜

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
﹈
を
視
察
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
対
岸
の

港
沿
・
港
湾
内
部
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ト
コ
ー
ス
や
エ
イ
ボ
ン
川
・
運
河
コ
ー

ス
な
ど
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
遺
産
巡
り
の
七
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
の
奴
隷
貿
易
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
第
二
の
港
町
と
な
っ
た
ブ
リ
ス

ト
ル
は
、
産
業
業
革
命
に
対
応
し
た
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
に
よ

り
造
船
業
・
砂
糖
業
・
タ
バ
コ
業
な
ど
の
港
湾
産
業
都
市
へ
と
発
展
し

た
。
し
か
し
、
現
在
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
港
湾
遺
産
は
博
物
館
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
展
示
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
パ
ブ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
へ
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
。
以
前
の
工
場

や
倉
庫
は
、
現
在
、、
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
、
ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
美
術
館
、

メ
デ
ィ
ア
＆
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の

文
化
施
設
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
ア
パ
ー
ト
に
活
用
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
文

写真 17　 グレート・ブリテン号の修
復された一等船室（上）と
結婚式用ディナー（下）（SS 
Great Britain org. より）
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化
・
創
造
都
市
へ
の
再
生
の
コ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
の
館
外
展
示
で
あ
る
保
存
さ
れ
た
ク
レ
ー

ン
、
ブ
リ
ス
ト
ル
・
ハ
ー
バ
ー
鉄
道
の
機
関
車
や
停
船
す
る
歴
史
的
な
メ

イ
フ
ラ
ワ
ー
号
な
ど
の
タ
グ
ボ
ー
ト
は
、港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
の
歴
史
的
「
教

材
」
と
し
て
来
訪
者
、
特
に
子
供
達
に
楽
し
み
な
が
ら
の
〝
学
び
〞
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
ブ
ル
ネ
ル
の
世
界
初
の
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
ロ
ペ
ラ
に
よ
る
推
進
の
鋼
鉄
蒸
気
船
遺
産
（
SS
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン

号
）
は
、
産
業
遺
産
の
新
た
な
保
存
と
活
用
方
法
と
し
て
多
く
の
来
訪
者・

観
光
を
誘
致
す
る
の
に
成
功
し
た
。
彼
が
残
し
た
産
業
遺
産
は
一
五
〇
年

以
上
生
き
続
け
、
二
一
世
紀
の
ブ
リ
ス
ト
ル
の
人
々
に
と
っ
て
誇
り
と
な

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
ま
た
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
も
商
業
港
と
し
て
の
船
舶
に

か
わ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
船
が
停
泊
・

行
き
か
う
「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ポ
ー
ト
」
へ
と
再
生
さ
れ
、
テ
ン
プ
ル
・
ミ
ー

ズ
駅
の
近
く
か
ら
ア
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ル
・
ヤ
ー
ド
ま
で
ハ
ー
バ
ー
に
沿
っ

て
フ
ェ
リ
ー
も
定
期
的
に
運
行
し
、
市
民
や
観
光
客
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ブ
リ
ス
ト
ル
で
は
、
毎
夏
、
市
主
催
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド・フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（Harborland Festival

）
が
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
バ
ー
に
は
何
百
も
の

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
が
参
加
し
、
約
三
〇
万
人
の
訪
問
者

が
ボ
ー
ト
を
見
た
り
、
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
の
行
事
を
楽
し
み
、
国
際
バ
ル
ー

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
と
も
に
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い

る
。

　
こ
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
閉
鎖
の
動
き
に
対
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
保
存
の

写真18　 アンダーフォール・ヤード案内図と2015年プロジェクトのビジ
ターセンターへのリノベーションの様子（2019年8月撮影）
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た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
一
九
七
一
年
の
ブ
リ
ス
ト
ル
の

市
民
有
志
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
々
規
模
が
拡
大
さ
れ

た
。
特
に
、
一
九
九
六
年
か
ら
は
『
国
際
海
の
祭
典
』（International of 

Sea
）
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
参
加
者
が
集
ま
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
は
、
ジ
ョ
ン
・
カ
ボ
ッ
ト
が
ブ
リ
ス

ト
ル
か
ら
帆
船
マ
シ
ュ
ー
号
で
出
港
（
一
四
九
七
年
）
し
た
記
念
日
に
あ

た
り
、
マ
シ
ュ
ー
号
が
復
元
さ
れ
レ
プ
リ
カ
の
お
披
露
目
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
翌
一
九
九
七
年
に
は
、
カ
ボ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
へ

の
航
海
五
〇
〇
周
年
の
祭
典
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
夫
妻
の
ご
臨
席
の
も
と

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
井
野
瀬
、
二
〇
〇
七
、一
四
六
頁
）。

　
し
か
し
こ
う
し
た
大
航
海
時
代
の
幕
開
け
を
祝
う
祭
典
が
ブ
リ
ス
ト
ル

で
開
催
さ
れ
る
事
は
、
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
の
復
活
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
奴
隷
貿
易
港
と
し
て
の｢

負
の
遺
産｣

を

よ
み
が
え
ら
せ
る
契
機
と
な
る
ブ
リ
ス
ト
ル
の
落
書
き
事
件
へ
と
つ
な

が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
九
八
年
一
月
、
ブ
リ
ス
ト
ル
出
身
の
商
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ル
ス

ト
ン
（Edw

ard Colston

）
の
銅
像
の
台
座
に
「Slave Trader
（
奴
隷
商

人
）」
の
落
書
き
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
コ
ル
ス
ト
ン
は
慈
善
家
と
し

て
ブ
リ
ス
ト
ル
の
学
校
・
病
院
施
設
の
た
め
に
多
額
の
寄
付
を
行
な
っ
た

功
績
に
よ
り
、
街
の
通
り
・
ホ
ー
ル
の
名
前
に
彼
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
り
、

街
の
中
心
に
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
が
、
同
時
に
彼
は
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

に
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
奴
隷
貿
易
に
関
わ
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
詳
し
く
は
井
野
瀬
、
二
〇
〇
七
、「
奴
隷
貿
易
の

記
憶
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル

の
奴
隷
貿
易
の
い
わ
ば
「
負
の
遺
産
」
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
九
九
年
「A

 

Respectable Trade?

」
の
特
別
展
が
市
民
団
体
の
手
に
よ
り
市
の
博
物
館

で
開
催
さ
れ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
民
の
間
で
賛
否
両
論
の
議
論
が
お
こ
な
わ

れ
、
現
在
、
市
の
M
シ
ェ
ド
博
物
館
に
常
設
展
示
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
み

た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ル
ス
ト
ン
像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
ブ
リ
ス
ト
ル
市
で
撤
去

す
べ
き
ど
う
か
に
つ
い
て
市
民
や
市
議
会
で
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、
二
〇
二
〇
年
六
月
七
日
ア
メ
リ
カ
黒
人
男
性
の
死
を
受
け
た
反
人

種
差
別
運
動「Black Lives M

atter

」の
デ
モ
隊
に
よ
り
引
き
ず
り
下
さ
れ
、

ブ
リ
ス
ト
ル
湾
に
投
げ
込
ま
れ
る
事
件
が
起
き
た
の
で
あ
る

（
５
）。

（
５
）
二
〇
二
〇
年
五
月
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
男
性
ジ
ョ
ー
ジ･

フ
ロ
イ

ド
（George Floyd

）
さ
ん
が
、
白
人
警
察
官
の
不
適
切
な
拘
束
方

法
に
よ
っ
て
死
亡
さ
せ
ら
れ
た
事
件
に
端
を
発
す
る
反
人
種
差
別
運

動
「 Black Lives M

atter

」
は
ブ
リ
ス
ト
ル
に
も
お
よ
び
、
六
月
七

日
コ
ル
ス
ト
ン
像
が
デ
モ
隊
に
よ
り
引
き
ず
り
下
さ
れ
、
ペ
ン
キ
を
塗

ら
れ
、
ブ
リ
ス
ト
ル
港
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
黒
人
女
性

の
像
が
置
か
れ
た
が,

こ
れ
も
市
に
よ
り
撤
去
・
保
管
さ
れ
た
。
今
回

の
事
件
を
受
け
、
回
収
さ
れ
た
コ
ル
ス
ト
ン
像
は
、「 Black Lives 

M
atter

」
の
デ
モ
隊
の
プ
ラ
カ
ー
ド
と
と
も
に
Ｍ
シ
ェ
ド
博
物
館
に
保

管
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の

み
な
ら
ず
英
国
で
は
、
奴
隷
貿
易
や
植
民
地
支
配
の
つ
い
て
多
様
な
議

論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
は
、「
負
の
遺
産
」
と
し
て
の
「
奴
隷
貿

易
の
過
去
」
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
の
Ｍ

シ
ェ
ド
な
ど
の
港
湾
遺
産
や
ブ
ル
ネ
ル
の
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
な
ど

ブ
リ
ス
ト
ル
を
支
え
た
産
業
遺
産
を
活
用
さ
ら
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

21
世
紀
の
新
た
な
〝
レ
ガ
シ
ー
〞
を
求
め
、「
文
化
主
導
」
や
「
創
造
主
導
」

に
よ
る
都
市
へ
の
再
生
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
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